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会報第40号に寄せて

東北支部長 堀江陪

昭和 26年に東北支部が発足し、昭和 37年に第 1回支部大会が仙台市で開催され、

昭和39年に支部会報第 1号（1964年）が発行されて以来、今回で第40号を迎えまし

た。初期の頃から今日に至るまでの会報の変遷ーについて、 特徴的なことを拾い上げて簡

単に紹介したいと思います。

昭和 53年の会報第 14号（1978年） を見ますと、寄稿、随想、工場紹介、各県鋳物

ニュース、支部大会諸行事報告、昭和46年から始まった鋳鉄部会議事録、支部理事会

議事録、事業報告、会計報告、新入会員名簿などで構成されています。

第22号 （1987年）は秋田市で開催された第 11 0回全国講演大会と支部創立 35周

年記念号で、東北6県の鋳物工場 14 8社の概要と「東北支部 35年のあゆみ ：東北大

学 大出卓氏Jが掲載されています。

そして第23号 （1988年）から「人、ひと、ヒトJの欄が設けられ、第 24号から大

平賞、羽賀賞受賞者が紹介されるようになり 、最近の第 39号（2004年）を見ると大平

賞、金子賞とチ｜二川賞の各受賞者を会員が紹介する形で掲載されるようになってきていま

す。

第 30号（1995年）は会報第 30回記念号で、 「東北支部に対する外部評価Jと題し

て北j海道、関東、東海、関西の各支部長と 10名の東北支部会員からの東北支部に対す

る期待を込めた寄稿が特集で組まれています。

第38号 （2003年）は東北大学名誉教授で昭和56年から平成6年まで東北支部長を

務められた井川克也先生の追悼特集記事があり、第 39号には平成 13年度から開講し

てきた東北支部夏期鋳造講座の概要が掲載されています。

また会報のサイズは第 33号まではBS版でしたが第 34号から現在のA4版になっ

ています。表紙のデザインは第 22号までは表紙の左 1/3が紺色で、 草書体で会報の

文字、第 23号からローマ字で Kaihoの文字とインゴッ ト、 溶解炉、鋳型のデザインで、

第 31号から現在の措書体の会報の文字と 16個の円のデザインで、す。なお、このデザ

インは山形県工業技術センターの武井呉郎氏によるもので、武井氏によると円形の縦横

のス トライプが鋳型やルツボを表し 中心の色のついた円形が溶融金属を表し、青と黄

は異なった金属を、緑は青と黄の合金を表すそうです。

このように支部会報はこれまで、の東北支部の輝かしい40年間の歴史を綴ったもの七

あり 、支部の貴重な活動記録で、もあります。この機会に支部会員の皆様もこれまでの会

報をめくっていただき、先輩ノゴが築いてこられた支部の活動成果を改めてご認識いただ

き、今後の活動に生かしていただければ幸いです。

最後に会員の皆傑の益々のご健勝とご発展をお祈り申しとげます。



日本鋳造工学会東北支部

『東北支部「会報」第40号発刊を記念して』

日本鋳造工学会会長 111番掛 大輔

東北支部会員の皆様、「会報」第40号の発干IJ、誠におめでとうございます。 19 6 4 

年の第 1号以来、40年もの長きにわた り会報の発行を続けてこ られた歴史には、 大変

なご苦労がおありになったことと推察致します。歴代の編集関係者各位のご尽力はも と

より、それを支え続けてこられた東北支部会員の皆様に改めてお祝し、を申 し上げます。

昨年は、度重なる台風の上陸や、新潟県中越地震など大自然の猛威が全国的に深刻！な

被害をもたらしました。また、圏内景気に目を向けますと、 堅調さを維持するなど明る

い兆しが見受けられるようになったのも束の問、昨年後半には、デジタル関連の伸び悩

みに加え、米国経済の先行き不安から景気に減速感が見られ、踊 り場にさしかかったと

いう見方もなされております。このように暗いニュースが多い年であ りましたが、平成

1 7年度は明るい 1年となり ますことを切に願っております。

東北地方では、本年、新生プロ野球界において仙台市をホームグラ ウン ドにした 「東

北楽天ゴールデンイ ーク、、ルスJが誕生し、また奥州平泉にゆかりの深い、 源義経が大河

ドラマになるなど、東北地方に熱い視線が寄せられている年でもあります。こうした年

に発刊されます「会報J第40号は記念すべき会報となる ことと思います。

東北支部の会員数は全国の 1割弱とけっ して多くはございませんが、会員には若手1iJF

究奨励金交付対象となっている優秀な若手研究者が多く 、また夏季鋳造講座など支部独

自の活動も大変活発であります。特に技術の伝ポ（教育）には特に注ノJされているよう

で、平成 14年秋に山形県で開催されました 「第 14 1巨｜令．国講演大会Jでは、大会初j

の「YFEこども鋳物教室Jを実焔され、参加者に大変好評を博すとともに、学界 ・！産業

界をはじめ各)j面から高い評価を得ました。また、会報においても毎号の特集記事、技

術論文など充実した内存となってお り、活発な支部活動が行われていることを窺うこと

ができます 引き続き充実した会報を発刊され続けることを願っております

さて、 lJ 本鈎ictr学会で、は「鋳j省クラスタ－H1@Jに参両し、その推進に取り出ILんで

円
／
』



おります。この計画は、鉄系鋳造諸団体の連携・協業の一環として組織された鋳造技術

協同開発推進委員会が統括・推進しているもので、現在、北海道・東北・関東・中部・

近畿・中国の 6クラスターが 21世紀に世界に誇れる生産拠点を日本で形成することを

目的とした技術を開発するためのものです。

東北支部の「次世代鋳造クラスターJでは、テーマで、ある「金型用次世代鋳造材料の

開発と応用Jが平成 16年度に「地域新生コンソーシアム研究開発事業」として採択さ

れております。中部支部で取り組んで、いる「革新的鋳物創生のための鋳造プロセス開発」

とともに現在、採択されているテーマはこの 2件であり、鋳造クラスター計画のフロン

トランナーとして是非とも成果を上げていただきたいと念じております。

また、技術開発とともに、ものづくりを支えるために不可欠な人材の育成については、

岩手大学が拠点となり地域連携教育を計画されているとお伺し、しております。東北地方

でイメージされるのは、鉄瓶に代表される南部鉄器と、わが国の金属学のメッカである

東北大学金属材料研究所がございますが、積極的な研究開発と人材育成活動を通じて、

2 1世紀に新たな東北ブランドを創造されんことを期待しております。

私は日本鋳造工学会会長就任時に「会員の増強」「魅力と活力のある大会運営」「若手

奨励基金制度の活用Jの3点を学会運営の方針に掲げました。この方針実現のために、

東北支部会員の皆様に多大なるご尽力を頂いておりますことに深く感謝申し上げますと

ともに、今後も積極的な支部活動を通じて、本部へのご協力をお願し、申し上げます。

最後になりましたが、東北支部の益々のご発展と会員皆様のご健勝を祈念いたしまして、

東北支部「会報j第40号発刊のお祝いの言葉とさせていただきますc

q
u
 



東北支部会報 40号発刊を祝って

一支部、本部の今と昔ー

元支部長、元会長大平五郎

今の会員諸氏は私と全く時代を異にしていますので、多少歴史的なことも知って頂き

たいと思い本部のことも含めて述べさせて頂きます。ただ、そうすることは昔の方々に

は繰り返しになりますので、その点御了承下さい。

本学会（｜日名日本鋳物協会）は石川登喜治氏を会長と して昭和 7年に創設され、 丸の

内三菱街の 6号館に事務所をおきま した。空襲によって事務所は焼失し、戦時中は紙の

配給はなくなり、会誌の発行は出来なくなりま した。（他の学協会も全く同じ）敗戦後昭

和 21年、仮事務所を五反田の牟田鉄工所（牟田悌三氏の父君経営）におきましたが、同

年 11月早大鋳物研究所に移り、その後創設 25周年記念事業の一環として当時の演住松

二郎会長 （元東北大学教授）が銀座に事務所を移転して現在に至っています。

敗戦によって日本の工業は米国により禁止され、工場は消滅状態、その立て直しから

かからなければならなくなりました。 これは各学協会とも同じでした。 しかし会議場も

なく、東京仙台聞は列車で、9時間以上、しかも一日数本しかない上に途中で止まってし

まって、何時出るか判らない（蒸気機関車にたく石炭がなくなったため）という状態で、

とても東京で会議をすることができなくなりました。そこで各地方ごとに支部を作って、

それを中心にして活動しようということにいたしました。

協会はもともと昭和4年創立の関西鋳物懇話会と関東鋳物懇談会との合同によって始

まったもので、 関西支部は創立当時より活動していました。そこで当H寺の理事や貧l]T/：に

当たった方々を中心として各地方に支部をつくることになり、昭和 22年に北陸支部 （松

浦氏）九州支部（谷村氏）、 23年に新潟県支部（斎藤氏）、 24年に東海支部（久恒氏）、

26年に東北、北海道支部（漬住氏）、 27年に中国四国支部 （山本氏）、 28年に東北から

分離して北海道支部 （金森氏）が設立されました。

東京や関東には本部直轄という形で、ずっと後になって支部をつくりました。

このように して当支部は昭和 26年、山形、福島で、の全国大会を機会に設立されたわけ

ですが、実はそれ以前にも当地区での全国大会を 2度やっています。

↑l{-i和 14年には山形、秋田で開催されており当時会員は演住松二郎、海野三郎 （？或い

- 4 -



は一三だ、ったか忘れましたが 東北帝大物理を卒業 八幡製鉄所の技術研究所長を定年

退職後、山形の自分のお寺の僧侶となり旧制山形高校生を集めて会を開いたりしていま

した。旧制高校では どこでもこんな人がいたものです）の 2名だけだ、ったようです。

その後戦時中の昭和 18年に仙台で全国大会が開催されており、この時以来私は会員に

なった次第です。当時東北地方の会員は 10数名、発表論文は 20篇で、東北帝大法文学

部の 2番 3番の大教室2つが講演会場で、金属工学科の教職員と一部の学生の手伝いだ

けですべて行われました。今のように学生から「時給はいくらですかJというような言

葉は当時はなく、全て無償の奉仕でした。懇親会は防空管制下、暗幕を張った西洋料理

店（当時ホテル、レストラン等の敵性語は使用禁止）のブラザ一軒（固有名詞は止むを

えず）で開いたことを覚えています。

上述のような次第で、昭和 26年当支部は設立されたものの東北6県は面積が広い上に、

交通は不便なので、会合する場所も時間もとれず、 j賓住支部長のもと各県 1～2名の支

部理事（会員でなく鋳造業界の有力者）を委嘱し、事務局は私一人で書面による連絡だ

けで済ましていました。

支部長はその後五十嵐勇氏、大日方一司氏となり各県の理事もいつの間にか消えてし

まいました。大日方氏の定年退官により、昭和 37年に私が支部長になったわけですが、

丁度教室には井川克也氏、金研では丸山益輝氏が鋳鉄の研究をしており、また東北の鋳

物業界も少し活気が出てきたので、これから支部活動を盛にしようとしづ両氏の意気込

みで第 1回の支部大会を昭和 37年8月8日、名物の仙台七夕を期して金研で開催しまし

た。その頃支部会員は 60名位かと思いますが、会員以外でも歓迎した次第でした。

支部会報は昭和 39年3月第 1号を発行して以来今日に至っていますが、始めは藤田

昭夫氏、渡辺融氏が随分骨をおり、続いて大出卓氏が殆ど一人で事務を取りしきった時

代がかなり長く続き、その後千田支部長の時代、本部の中村会長が鋳物協会から鋳造工

学会に名称を変えたあたりから会報の内容も現在のようになってきたように思います。

帝国大学として東北帝大の金属工学科（本多光太郎氏の日本で最初の命名）の中には

じめて鋳造工学講座が昭和 16年に誕生し、その後この講座名が名大、東工大その他多く

の公私大にも生まれましたが、この頃になると本会の開祖であった石川登喜治氏のつく

った早大鋳研をはじめとし、ほとんどの大学で、鋳造工学関係の研究室は消滅してしまい

ました。これも何でも新しいことにばかり目のいく日本人的あさはかさのあらわれで、し

よう。戦後原子力、ジェット機 カラーテレビ、コンビューターとなって今は nano

FO 



technologyという時代で、鋳物は古いとの一言で片付けられ、研究費などもなかなか出

してもらえません。我々の学会も戦後の昭和 20年代に会員 5000名を超した時代もあり

ましたが、現在は 3000名を割り、学会としての存在にもかかわってきた状態です。これ

は英国でも同じことでInstituteof British FoundrymanとFoundryTrade Journalとは

合併して Instituteof Cast Metals Engineersとなってしまいました。 WFOも今はここ

が事務局になっています。

元来鋳物というものは紀元前からある古いものですが、すべて物は一番はじめは溶か

して、何かの型に入れることから始まるのではないでしょうか。いわば鋳造は空気や水

のように人間にとって余りにも当たり前すぎて、問題になり難いところがあったようで

す。

歴史的にみても顕著なものとしては Reaumur(l722）と SethBoyden (1862）の白心、黒

心可鍛鋳鉄の発明、 1947年 Morroghの球状黒鉛鋳鉄の発見くらいで、これに準ずるも

のとしてはステンレス鋼、HadfieldのMn鋼、軽合金では1934年五十嵐氏らのESD（超々

ジュラルミン）の発明位のところではないでしょうか。

日本は戦後の「働け、働けJの急成長時代によって大躍進をとげましたが、今や「ゆ

っくり、のんびり」と働く時代に変わりつつあり、混み合う国電で丸の内へ通勤するよ

り、田舎に戻って百姓をしたり、山林を開墾して牛や豚を飼う人たちの方が話題になっ

てきました。

要は、今日本では物から心へと変わりつつある時代にかかっているように思われてな

りません。そうなると本来の人間らしい生活が戻って来ますから、水も空気も大事なよ

うに、鋳物も大切になり西欧人なみに外国との対等のお付き合いのできる国になるでし

ょう。今は万事が狂っていてとてもまともな姿とは思えません。お祝いらしくないお祝

いの一文を最近の感想として述べさせて頂きました。

（東北大名誉教授、学振第 24研究委員会前委員長、元 WFO会長）
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いま思うこと

前支部長 千 田 昭夫

正月に大平先生にお会いした折、お元気でおられたが 89歳になられる。先生日く「九

州大学に居られた谷村先生が『今年で向分から年賀状を出すのは仕舞いにする。』とおっ

しゃられたが、私も今年で、年賀状は最後にする。Jとのこと。「何十年もお付き合いさせ

て111けた方とはいつまでも名残は尽きない所ではありますがそろそろこのあたりで年賀

のご挨拶を終わりにさせて頂きます。Jとの年賀状を 80歳の方から頂いた。若い頃、 働

き慌りの頃、退職後等々人生のステージが変わると付き合いも変わるが、これも我々の

年になると考える こと かも知れない。懐かしさもあり年に一度の賀状を繰り返してきて

いるが。

それはさておき、我々を取り巻く状況は中々大変である。鋳造業界の今は、

1原材料（銑鉄、銅屑、非鉄合金、コークスなど）の高騰

収益．性の低下に対するユーザーからの見返りが思うに任せない

2.鋳物を造る会社の減少（1700社以下）による国内製造能力の低下

従業員数が減少、製造能力の補強、強化がない

3.鋳造関係“産山学川官”の規模減少に伴う新技術開発力不足

もはや規格品、既存製品の再生産しかできない口も近い

4.中国を始めとする海外生産能力の拡大に伴う国内生産量の減少

生産量の単純移行に加えて、能力向上により移行品種に拡大傾向。海外移行の理由

としては、

①グローバルな｛11fi格競争に対応するため

②顧客の海外進出に合わせた現地生産、供給

③高い鋳造技術を活かした現地での鋳造ビシネスの展開

④海外で、の生産所重）Jの事停1Jが多く進／I¥lこ抵抗がない

⑤ IT普及による海外工場との早く正確かっ安和riな情報連絡

⑥ 円高による泌外投資コス トの低下

5.IS09001、14001の認証会社の増加

環境と品質管理を目指す取り組みは章受：であるが、未認証介．業が主主退

6.2005年 4月より強靭鋳鉄協会、鋳物工業会、 JACTの統合一体化

等があげられる。

世界的にみて、わが国の鋳造業の技術は最高であると思うが、 アメリ力、中国と技術

レベルが逆転する時が来るかもしれない。 自動車産業やilif:J作業は好況とはいうが、いつ

まで、店業を孝引できるのか？J荷造業の置かれている立場を比許す時期jではあるまいか

慣れ親しんだ付き合いを懐かしむだけでは新たなステージに対応で‘きないことはI司明、

II背黙のうちに材料にIE執 してビジネスの悦野を狭くしていることはないであろうヵ、 崎

似「｜りに新しい｛τJ・き合いJiを模索するときであると思う

和、も11＿：＿貿：lkをやめて来年はメ ール釘状にでも挑戦してみょうか ト）J夢である
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会報第40号までのあゆみ

支部会報編集担当 池浩 之

第 40号発刊の節目に、支部会報編集を担当させていただきました。今後とも

よろしくお願い致します。さて、編集を担当するにあたり過去の会報（30号から

39号）の記事を読んでみますと、これまでの諸先輩方のこの会報や支部を盛り上

げるためのご苦労がひしひしと感じられます。堀江支部長も巻頭言で過去の会

報の内容を一部ご紹介されておりますが、ここではその題目と執筆者のお名前

を第 30号からご披露させていただきます。なお第 29号より前の情報は第 30号

で大出先生がより詳しく列挙されておりますので、そちらをどうぞご覧下さい。

紙面の都合上、「人・ひと・ヒト Jなど特集以外の記事は省略させて頂きました。

会員の皆様は、是非過去の会報をお手に特集記事を一読願えれば幸いです。

No.30(1995.3）第30号記念特集号

東北支部「会報J第 30号発刊を記念して（中村幸吉）

鋳物協会と東北支部と私（大平五郎）

東北支部会報第 30号の発刊を祝って（井川克也）

東北支部に対する外部評価（鋳物協会各支部代表者）

支部理事による東北支部の将来展望（支部各理事）

会報第 30号までの歩み（大出卓）

東北支部内鋳物関連企業の紹介

No.31 (1996.3) 

福島県の鋳物マップ（小川徳裕）

一社一技（岩手鋳機工業、増田鉄工場、北柴鍛工、高周波鋳造、福島製鋼）

金子純氏の藍綬褒章受章を祝う（渡辺紀夫）

鋳造品の幾何公差方式に関する 1.8.0.の活動について（渡辺紀夫）

No.32(1997.3) 

工業技術センター・ハイテクプラザ・試験所紹介

一社一技（やまと鋳造工業、横河電子機器、秋木製鋼、大泉工業、三菱自動車テ

クノメタノレ）

原田仁一郎氏の黄綬褒章受章を祝う（内山茂）

この頃思うこと（千田昭夫）

No.33( 1997 .10）全国講演大会福島大会記念特集号

郷土紹介一うつくしまふくしま一

またこらんしょ福島へー中通り地方の紹介（佐藤一広）

し、わき地区（浜通り地方）の紹介（小川徳裕）

会津地方の紹介（網崎三雄）

2 1世紀における科学技術（西津潤一）

ふり返れば夢また夢（金子淳）

Reifegrad （井川克也）

Q
U
 



東北地区の鋳物生産高

No.34(1999.3) 

次世代高機能複合型鋳鉄（堀江陪）

東北支部ホームページのご紹介（舟窪辰也）

蘇った「縄文のビーナス J（武井呉郎）

No.35(2000.3) 

ベルーの鋳物現況（勝負津善行、池浩之）

ものづくりの自動化と省力化（高橋哲生）

No.36(2001.3) 

産学官連携を強化して魅力ある支部に（山田亨）

鋳物雑感－ 2 3の話題（千田昭夫）

最近感激したこと（竹本義明）

ゆく河の流れ・・・（小宅練）

温故知新（荒砥孝二）

明治時代の農機具（プラウ）の材料（木村克彦）

官公庁・大学所属会員の業務内容と研究テーマ

東北支部 YFE活動状況（平塚貞人）

No.37(2002.10）全国講演大会山形大会記念特集号

東北支部会員の企業紹介

No.38(2003.3) 

元支部長井川克也先生を偲んで

井川先生と私（千田昭夫）

Friendly Question （新山英輔）

鋳物の大家に巡り会えて（田中雄一）

井川先生を偲んで（米倉勇雄）

井川先生の思い出（阿部利彦）

井川先生を偲んで（渋谷慎一郎）

No.39(2004.3) 

YFEへの期待

YFE雑感（渋谷慎一郎）

守破離（麻生節夫）

非常識への挑戦（大出卓）

YFEに期待すること（村田秀明）

東北支部夏期鋳造講座（小綿利憲）

こども鋳物教室（東北支部 YFE)

No.40(2004.3）第40号記念号 本号をご覧下さい。
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東北地域内の鋳造関連研究会の活動

「特集の企画にあたって」

東北支部域内の鋳造関連事業所は、本会報30号の当時で 163社を数

えております。現在の事業所数は正確な値を捉えていませんが、これよ

りやや減少している思われます。しかし皆さん地域の特色を生かしなが

ら様々な連携を行い、時には競争し、切碇琢磨で鋳造業界発展のために

日々頑張っておられます。そこで、今回は東北地域内の鋳造関連研究会

にスポットを当て、それぞれの活動の支援を行っている方々や研究会の

代表の方に、各研究会の目的や活動内容などをご紹介いただきま した。

また、 この中でご、紹介出来なかった研究会（山形の「寒鰭会J、最近

活動をはじめた東北マグネシウム研究会）の他にも、こちらで把握して

いない研究会もあるかも知れません。次の機会に是非ご紹介させていた

だきますので事務局までご一報下さい。

「水沢市鋳物技術交流センター」と「いわて鋳造研究会」

水沢市鋳物技術交流センタ一所長多 田 尚

昭和 41年、 岩手県は水沢市羽田地区の鋳物産業に対し、岩手県工業指導所（現夜

の持手県工業技術センター）水沢分室を設置 し、技術面の指導、支援を行ってきた。

昭和 60年に岩手県の行政改革大綱で分室廃止の｝j針が打ち1uされた。これを受けて、

地元では鋳物業界の現状と課題の分析をもとに代替施設の検討が行われ、平成 9年に岩

手県が策定した「北上川流域基盤的技術産業集積の活性化に関する計画Jに「水沢鋳物

技術交流センターJ（以後センター）建設計画が盛り込まれた。

センターは岩手県工業技術センター水沢分室の代替施設という側面があるが、背景に

は次のような鋳物業界の現状認識があった仁

① 南方／）鉄器の需要が、成熟化等により 何lび・I尚み、新たなニーズに対応した商品開発

が必要とされ、また、機能的にも材質的に もより良い製品の開発をl玄Iり、 j釘外t}J-

/J&J~11,i，との来月lj化を J::<J る必要がある コ

② 機械鋳物分野では、 ド請け刑体質のため呆気の状illに／七店量が／，てイ7されやすく、

nu 



この状況から脱却するため、新たな分野への取り組みが必要であるが、そのため

には生産技術の高度化や品質の向上を図りながら、機械加工・塗装等の付加価値

をつける必要があり、異業種との連携も重要となっている。

③ 若年従事者を確保するため在学者・有識者等に対する鋳物体験の機会提供などを

通じ、鋳物産業への興味と理解を深めるなど、長期的展望に立った若い技術者の

確保と就業者に対する高度な技術の研修機会を提供する必要がある。

④ 中小地場企業で、構成される業界において、自社で試験検査設備を整備する事は、

経済的に負担が大きいばかりでなく、利用効率も悪いため、共同利用が可能な設

備が必要である。

以上の現状分析を踏まえ、平成 14年、国、県、水沢市により整備された水沢市立の「水

沢市鋳物技術交流センターj が新設関所した。

センターは水沢鋳物工業協同組合との連携により運営され、岩手大学や県工業技術セ

ンターなどの支援を得ながら事業を展開している。

その目的は、ひとつには、鋳物製品の需要拡大と品質向上に結び付く試験研究・製品

試験・商品開発の場を提供することであり、いまひとつには 鋳物産業の技術者確保と

技術の向上を図るため、鋳物づくり及び生産技術習得がで、きる場を提供することである。

これらの目的に向け、センターには、生産技術高度化、人材育成確保、設備機器開放、

コーディネートの4つの機能がある。

生産技術高度化機能において、大学や研究機関等の製造技術・改良素材等に関する研

究成果を、地域企業が生産現場に導入するための試験・実験に対応すると共に、企業が

抱える製造技術上の課題や原材料に関する研究への取り組みを支援する機能である。具

体的には、岩手大学や岩手県工業技術センターなどとの連携により、鋳造新技術に関す

る講演会や企業への個別技術指導を実施しているが、その一環としてできたのが「し、わ

て鋳造研究会J（以後研究会）である。

水沢市に隣接する金ヶ崎町に関東自動車工業（掬岩手工場が立地するなど、自動車関連

産業の集積が進んでおり、高い技術レベルを要求される機械鋳物への需要が見込まれて

いるが、水沢の大半の鋳物企業には自動車部品などで要求される高水準の機械鋳物へ対

応には、技術面で課題がある。また、南部鉄器などの伝統工芸品の分野にあっても中国

製の安価な製品や模倣品が出回るなど、機械鋳物も工芸品鋳物も「世界」を意識した品

質・コスト両面で、の競争・を展開しなければならない状況を迎えている。

折りしも、水沢市が岩手大学と「相互友好協力協定Jを平成 14年 5月に締結した事か

ら、新しい鋳物技術開発を検討していた水沢鋳物工業協同組合とセンターが、我が国鋳

造工学界の第一人者である岩手大学工学部の堀江時教授を招き、センターで技術懇談会

を開催した際、水沢の鋳物業界発展のためには 定期的な意見交換と大学シーズの勉強

の場が必要であるとの提案がなされ、研究会が発足した。
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研究会は、「鋳物企業の技術力の強化を図り、新技術、新商品の研究開発が可能な企業

体質への改善を図ることを目的Jに始まったが、堀江教授のご助言から、「基本的には研

究テーマは各社が決めることだが、まずはJI S （日本工業規格）への対応がきちんと

できているかなど、各社の技術レベルの見直しを行うことが先決であるJとして、「材質

評価Jから行う事になった。

15年度は材質試験と称して、毎月試料を提出して材質評価をする事を主軸に、中国の

鋳物業界や原材料の動向などの情報交換などを加えた。毎月の材質評価では、各企業の

主なる材質の試験を行ない、各企業レベルの確認や各社溶解技術改善が進められた。 12

月には、先進企業見学会として、福島県の（株）トキコハイキャストと栃木県の（株）真岡

製作所を訪問し、各企業の課題を見つける参考とした。

今年度は、材質試験の継続と各社が技術課題・技術目標を掲げ、その目標達成のタイ

ムスケジュールを決め、目標が同じ企業はグループで活動する事とした。また、大学シ

ーズの取り込みとして大学との共同研究を希望する企業は、大学の指導のもと、応用化

研究を始めている。各技術課題・目標にはアドバイザーとして、岩手大学から平塚助教

授と小綿氏が加わり、今年度から県工業技術センターの池氏と高川氏が参加され大変心

強し、。

今年の技術課題・目標としてとりあげられる大きなテーマは、「品質保証体制の確立」

である。研究会参加企業の半数は、その企業体制に対して課題意識を持っている。幸い、

研究会には、 IS09001を取得している企業が 2社参加しており、その助言により新たな体

制が組まれつつある。

現在、産業界では景気回復の兆しがあると騒がれているが、鋳物企業には、中国の台

頭、原材料高騰など、冷たい風がまだ吹いている。こういった時期に企業の見直しを行

う事は、大変よい事であり、企業の屋台骨を強化するチャンスであると考えたい。そし

て、現在行っている研究が明日の糧になるように取り組んで貰いたいものである。

また、参加企業全社が研究会と合わせて日本鋳造工学会へ入会をし、新しい技術の修

得と鋳造工学会での研究発表ができるような企業群となるよう願ってやまない。

参加企業

岩手鋳機工業株式会社

株式会社及精鋳造所

株式会社水沢鋳工所

有限会社前田鋳工所

及源鋳造株式会社

株式会社及泰

有限会社及春鋳造所

株式会社東北三和金属
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岩手県非鉄金属加工技術研究会の活動紹介

1 研究会の概要

当1vF究会は、岩手県内の

非鉄金属製造業が中 心と

なり、生産技術や品質管理

の向上を図る目 的で、 平成

9年に設立 しま した。岩手

大学および岩手県工業技

術センタ ー には支援機関

として助言をいただき、そ

の後も参加 していただい

ています。特徴的な（長す

ぎると思われる）名称は、

県内の非鉄金属関連企業

で連携し、南部鉄器に負け

ないよう 、ダイカスト ・鋳

物製造から機械加工や表

面処理までを含む、加工技

術全体の向上を図りたい

という思いが表れたもの

です。尚、 通称は岩手非鉄

研究会です。

現在の会員構成は、非鉄

金属製造業である正会員

13社、研究会の趣旨に賛

同する非製造業の賛助会

員 1社 となっています。ま

た、支援機関等は、特別会

員 として 参加 していただ

いています。名称の由来ど

おり 、幅広い業種から構成

されており 、所在地も県北

から県南まで、 内陸から沿

岸まで岩手県全体に及ん

でいます。

会長 山田元 （美和ロック （槻盛岡工場）

l岩手県非録金属加工技術珂究会 ｜

詳録金属関連製造業

岩手県
工業技術台ンター 岩手大学

図 1 紹介ノミンブレッ ト表紙

（徐）胆江1¥1年時

（有）前回合会鱒遭荷

一一一
（締約イヤ－•房下＼

花.エー・

1:g1 2 正会員企業の所在マッフ
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2. 主な活動肉容

設立当初から、「現場サ

イドのベー シ ックな技術

を高める」 ことを大事に し、

蛍光 X線分析実習や発光

分光分析実習、各社の溶湯

品質の比較、流動長測定実

習などに取組んできま し

た。ま た、材料 ・不良解析

を中心とした講演会を毎

年開催し 、現場の実状と基

礎理論との照合 ・再確認に

あわせ、生産技術や品質管

理に関する現 場 改 善 事 例

の発表、最新技術の紹介な

どを行っています。一方、

「現場をみる」ため に会員

企業問での工場見学会も定期開催しています。

最近の新しい取組みと しては、原材料供給基地か ら陥れているハンディを何と

かしたいと、材料供給と産廃回収のネッ トワーク化 を検討中です。一部の企業問

ではテスト運用を始めて いますが、更に輸を広げようと 、県外アルミ合金地金メ

ーカーの工場見学も実施し、企業連携の意識を醸成中です。ま た、東北地ノ7にお

ける自動車関連産業拡大の機運が高まる 中、自動車部品のメカニズムか ら材料や

製造法に至るまで、実物に直接触れる 実践的な勉強会の開催を検討してい ます。

さて、鋳造工学会との交流では昨年の YFE大会方案シンポジウムにおいて 、

ダイカスト部門の検討課題を提供させていただきました。また、産産連燐という

流れの中で、東北経済産業局が推進する循環型社会対応産業クラスタ ーの支援研

究会に位置付けていただきました。更に、今年 1月に設立された東北マグネシウ

ム研究会（※）にも準備段階から参画し 、情報交流のi愉を広げたいと思っています。

以上、現場に視点を置こうと活動してきた研究会も 、今年 4月には第 50I可｜の

節目を迎えます。設立当初から活動趣旨は一貫してきましたが 、情勢の変化から 、

岩手に恨ざした地道な活動と 、県外連燐企業との活動の両立が必要となってきま

した。研究会の肥大化は望まないものの 、名称から 「県Jを外すことも含めて検

討を進めています。新たな一歩を踏み出そうとしている岩手非鉄研究会です。

※東北マグネシウム研究会（略称： TM C）について

マグネシウムをキーワードとした新たな連携へ発展する可能 ·~fl：を砲、めた~＇止業

種交流会として設立しました。マグネに関して「 TM Cに来れば何か！日 1'1し、こ と

があるかも知れないJというような会になることを II指しています。マグネに係

る全般的な課題について 、時代に対応する 会員 ・ゲストの報告、発表及び発案 ・

討議を＂ I心に通常し てい ますみ （イ1ll 令市において定例会を開催しています。）

活動肉容

図 3 主な活動内容の履歴

A『



秋田県生産技術研究会

秋田県工業技術センター内田富士夫

1 .はじめに

秋田県工業技術センターが事務局となって活動を支援している研究会があ

ります。講演会、講習会、研究発表会、情報交換会、工場見学会などを開催

し、新技術習得などを図るとともに、これらに対応した人材育成、さらには

業界・大学などとの情報交換に努めております。現在の研究会数は 8研究会

で、各研究会の詳細は、当センターのホームページ（http://www.akita-iri.pref.紘ita.io/ 

）を参照下さい。今回は、私が事務局となっています鋳造関連企業が主会員

となっている「秋田県生産技術研究会Jについてご紹介いたします。

2. 概要

秋田県生産技術研究会は、平成 11年 4月に秋田県機械技術研究会（昭和 51

年設立）と秋田県金属材料技術研究会（平成 6年設立）が統合し、現在の研

究会（会長：小林憲一郎（小林工業側代表取締役社長））となっております。

本研究会の概要について表 1に示します。

3. 活動内容

年間の主な活動は、表 2に示すように総会、特別講演会、技術講習会、セ

ミナ、企業見学会および、ものづくり IT分科会、微細加工分科会、耐熱材

料評価分科会活動であり、平成 15年度では 14事業を実施し、のべ 380名の

参加がありました。

4. 今後

生産技術に係わる講習や技術交流の他に異業種交流、他県企業との技術交

流も徐々に増やし、研究会の活性化に努めたいと思っております。

- 15 -



表 1.秋田県生産技術研究会の概要

名 称、 秋田県生産技術研究会

発足年 平 成 11年 （ 1999)

系百 介 工業の生産技術に関する研修、試験研究等を通して新技術の開発、技

術力の向上、人材養成 を図るとともに産・学・官の連携強化等により本

県 工 業 の 発 展 に 資 す る ことを目的としております。

会員数 正会 員 5 4 企業（一般機械、金属製品、鉄鋼製造、他）

賛助会員 4 企業（一般機械、小売卸、他）

特別会員 1 3 名（大学、高専、他）

顧 問 4 名（工技センタ一所長、他）

事務局 1 機関（工技センター）

メ口〉、 計 7 6 企業・機関・名

活 動 技 術 ；蒜 習 lヨ〉三、 1回／年

内 谷k』，

技 術 j蒜 演 ~ 、 1回／年

♂i工、． 業 見 店寸主エ4． 」z会：：；；、 隔 年

研究成果発表会 1回／年

分 科 乏ヨミ』 活 動 各 3～5回／年

－ものづくり IT分科会

－微細加工分科会

－耐熱材料評価分科会

そ σ〉 他 総会、役員会など

~ 費 正会 員 ・ 賛 助 会 員 ： 10,000円／年

連絡先 秋田県工業技術センター 干 010・1623 秋田市新屋町字砂奴寄 4・11

当 内田 富士夫、進藤 亮悦、永田 新

TEL O 18-862-3414 FAX O 18-865-3949 
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表 2.平成15年度秋田県生産技術研究会活動状況

実施年月日 事業名 参加者

ム
五

会
一
泌

総
一
講

常
一
別

通
一
特

口いq
u
 

年

2

F
H
U
 

ー
月

成
5

平

内

平成 15年度議案審議

「地域の産学官連携による新産業の創出についてPart
II J 
東北大学大学院教授堀切川一男氏

，チτ・
谷

£』

コ＝＝
場

6

一O

つ－－

F
O

カタヤイ

7月24日｜微細加工分科会

7月25日｜事例研究発表会

た
、

E
分
共

き
構
円
高
会

あ
機
ば
川
県
究
一
会

）
興
時
間
研
一
演

会
財
振
県
秋
料
一
講

演
（
業
問
、
材
）
一
術

講
（
産
秋
会
子
催
一
技

口
H

口
H

2

8

 

H
け

日

月

Q

d

Q

U

 

「小径工具による切削加工と技術と切削油の動向J
講師：三菱マテリ了ルツールスー（附 五反田 修氏

出光興産附 慈道陽一郎氏

(1）事例研究発表
①「QCストーリーを用いた鋳造欠陥対策J

秋木製鋼（附安岡明氏
②「接触放屯ドレyサー装置と防食保管装置の開発」

小林工業側佐藤祐吉氏
③「顧客クレーム低減活動についてJ

山崎ゲイカスト（附 人見満寿雄氏
③「“チョイ／IJ”クランクシt7トの生産性向上J

（時スズキ部品秋田 高田哲也氏
⑤「産業廃棄物の有効利用についてJ

北光金属工業側平岡孝康氏

秋田大学工 学 資 源 学 部 村 岡 幹 夫 氏

秋田県工業技術セ｜ 2 7 
ンター

イヤタカ I 2 3 

秋田県高度技術研
究所

40 

東会
）

会
学
催

演
工
共

講
密
部

術
精
支

↑ohrt、レ『
M

4

J

L

a

寸
寸

日
H

月

i月

(2）特別講演
『中図表形材産業の現状調査』

秋田県工業技術センター永田 新

第 1回戦略的ITセミナ
①「最近の民間設備投資動向と ITの経済効果」

日本政策投資銀行冨田秀明氏
②「今後の技術支媛続争的資金の動向j

経済産業省地域技術課花田康行氏
③「元気ある中小企業と ITによる元気支援j

産業技術研究所東京企画本部森和男氏

「産技連機械金属部会機械分科会平成 15年度金型研｜秋田キャッスルホ｜ 50 
究会j ｜テル
研究発表 9件
特別講演
「原子間力超音波顕微技術の動向と秋田での産学官連

携事例J

「秋田県内の工学系研究機関による研究紹介j

特別講演
『電子デノ《イス信頼性確保のための微細配線の断線故
障予測法の開発』

弘 前 大 学 理 工学部笹川和彦氏
研究紹介
「超音波、ンュ一心無し研削法の開発j

秋田県立大学 呉勇j皮氏
他 9件

秋田大学VBLセミ
ナ一室

45 

1 1月12日｜耐熱材料評価分｜「発光分析技術セミナJ
科会 ｜ 講師：〆Tハンマシナト側 高山治氏

加藤共幸氏

秋田県工業技術セ
ンター

6 

1 I月 18日｜微細加工分科会 Irレーザ顕微鏡・レーザーセンサの活用技術J
講師：側キーエンス 松本熊氏

星野剛氏

1 2月5日｜微細加工分科会｜「難削材・脆性材の研削加工技術と複合加工機の技術｜秋田県工業技術セ｜ 30 
動向J ｜ンター

講師：（附森精機製作所 佐 藤 和 広 氏
（附アライドマテリアル 中村暢秀氏
キャムタス附 田 井博 巳氏

秋田県工業技術セ｜ 1 2 
ンター
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平成16年

講産秋会（演業田（会銀秋料財県研）輿I田S機O県究あ研構会高き究分共た、

繊タ手ーふれあいセン 」0
1月 23日

吉野雅彦氏

催子材） ③「I 術梅J 
原徳次氏

④ r1 
村岡幹夫氏

2月 19日 科も会のづくり IT分 「3次元CAD/CAM(TOOLS）技術の基礎研修セミ 秋田県工業技術セ 7 
～20日

ナ講J師：附rう7イァクプロゲクツ
ンター

石井義彦氏

3月 16日 科も会のづくり IT分 「鋳講造師CAE・オ熱リ処カ理胸CAE解析技術セミ中ナ社ーJ 秋問県工業技術セ 1 I 
：ク 芳博氏 ンター

3月 17日 科もの会づくり IT分 ri堅AE幹実践エセミナJ
秋田県工業技術セ 1 3 

スエムシーソフトウェ7側 ンター
保氏、江口和徳氏、末松芳幸氏
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山形県「yy会」

山形県工業技体子センター晴山 巧

そのまま「わいわしゅヰリと読み、自然に発足してからおよそ 10年である。 「yy」と

は「YamagataYoungJの略であり、千田昭夫前東北支部長の命名である。 yy会員は山

形市内及びその近傍の鋪釜企業の個人捌渚と山形県工業捌仕ンターの鋪査関係職員で

構成されている。いわゆる研究会的なものではなく、特に設置目的や規約などといった堅

苦しいものは何もないため、任意の集まりであり、加入及び脱退は自由である。

yy会の活動は年に数度開催される会費制の「飲み会J唯一である。つまり、 「yy会」

＝「飲み会」である。また、飲み会の幹事は各企業及び工業倒柁ンターの持ち回りとし

ており、 yy会日佐ーの義務であろう。筆者が工業側首ンターに採用されたときには盛大

に歓迎して頂いたことを今でも明確に記憶している。また、定年i国哉等で山汗多から離れる

方がいるときも盛大に飲み会を開催した。外部から先生をお呼びしたときもほとんどの場

合開催する。なお、この場合はもちろん無礼講である。

当然、飲み会であるため たわいもない話しから鋳陶の話しまで多岐にわたり交流がな

される。会名の「YYJとは飲み会時のにぎやかさ「ワイワイガヤガヤjを表したものと筆

者は，思っている。特に鋳｜均の話しでは、お酒の力もあり企業秘密一歩手前までとしりた非

常につっこんだ話しになることもしばしばであり、非常に勉強になる。いつしかの飲み会

ではある企業が鋳物の不良品を持参し その対策を検討したことがある。また、これまで

見たことがないねずみ鰯失品の異常細哉写真を持参した企業もあったと記憶している。

平成 14年秋に開催された餓査工学会全国講演大会でyy会が中心となって実行委員と

なったことはもはや言うまでもない。
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福島県鋳造技術研究会の活動

福島県ハイテクプラザ福島支援センタ一 所長大里 峨 11{

1 はじめに

福島県鋳造技術研究会（以下福鋳研） は昭和43年に発足してから37年が経過 しま した。

その歴史は福鋳研ホ ームペー ジ 「福島の鋳物内の保存記録を参照 の こと（ URL

http://www5.ocn.ne.jp／～imonoOl／またはyahooBB検索で“福島の鋳物”を入力のこと）。

ここでは最近の活動を紹介します。

7月の定期総会で士克約を改正し、県内関連企業も普通会員になれるように変更しま した。これ

により一層会員間の総合的な交流が期待されます。さっそく 3社が普通会員になり ました。現在

の会員構成は次のとおりです。

普通会員 2 7社 賛助会員 1 5社

2 平成 16年度の活動

7月 第 37回定期総会 （福島市）

9月 役員会並びに第4回褒rt制度審査会 （二本松市）

1 1月 第4回褒賞制度表彰式並びに第36回鋳物研究大会 （中島村・）

ホームページの発行第40号から48号まで

2. 1 第 37固定期総会

期円平成 ］6年 7月 ］6日

場所福島市

。記念事業

報告

「インドネシア鋳物事情j

前 jI C A専門家

福鋳研顧問竹本義明氏

。懇親会

代表幹事 後拶

講演

「模型を使用しない鋳型の

直接造形J

新東工業（株）

今村正人氏

紹介

「福島県中小企業 ・ベンチャ

ー支援についてJ

福島県産業創出グループ

小J11徳裕氏

懇親会 各社の紹介

ハU
円
ζ



2. 2 役員会性びに第斗回褒賞制度審査会

Wlト｜ 半成 l6年9月 l7日

場所二本松＂ f

議姐

( 1 ）当面の卒業執行について

( 2 ）第斗回褒1'.t制度審査会

2 3 第4回袋1't制度表彰式並びに第36回鋳物研究大会

期日平成 l6年 11月 19日

場 所 中μ村 Sp R （株）

。第 4回袋1~・ t1t1J度表彰式

ォ＝受u者

. （｛朱）ミヤタ

・三菱ふそうテクノメタノレ（株）遠藤市男氏

・福島製鋼（株） 斎藤弘典氏

・（株）イイジマ ー本松営業所

。第36回鈎物研究大会

1 ）工場見学 2）研究大会

SP  R （株）福.~11il場 ・調査報特「資材アンケー卜J

－現状報告「我が社の取り組みJ

2. 4 ホームページの発行

平成 12年 1月から平成16年 12月まで48号を発行した。11.y-代のincれで事務局を置く余裕

がなくホームページがその代わりになるように記録を椛り込んでおります。発行の中身は会員紹

介、研究会の開催案内、鹿史を示す鋳物文化財の取材－ゃ鋳物関係ニュースの紹介などを新着記事

として綜}-Jl 4日に吏新しており ます。（発行管埋者（J則自iは大型峰山））

3 是非H

.!4'！北支部の金子1'！など、の創設者で‘柄rdJ{iJf席111¥J故金刊亨氏

が 10月に他界されました。当研究会として大きな磁を

失いました。ごみ；人のご冥福をお祈 りいたします。

-21ー
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東北支部夏期鋳造講座

東北支部事務局担当 小綿利憲

1 .はじめに

第 4回目となった（社）日本鋳造工学会東北支部、夏期鋳造講座を開催しました。

本年度は、幅広い範囲からたくさんの方々に講師をして頂いた。既に 4回目となっ

ているために、受講希望者も少ないかと思っておりましたが ほぼ定員になりました。

これも、多方面から経験豊富な講師の方々に講義・講演・実習をして頂いた結果と思

っております。

講師をして下さった方々より、どの様なレベルで取り組んだらよいでしょうか？と

いう問い合わせがありました。実際の受講生は、 20歳代前半の方々は大学の材料専

攻以外の新卒、また、 30歳代後半以降になると工業高校卒のベテランというメンバ

ーでした。この傾向は過去 3年間もほぼ同様です。受講生のアンケート結果、レベル

を上げてとか下げてとかの意見もありましたが、大部分の受講生はレベルはこのまま

でよいということでした。

また、今回受講生に対し、鋳造工学会についてアンケートを行ってみましたが、 8

割は知っているでしたが、残念だったのは、 YF Eについては知らないという回答が

多かったことでした。学会会員の減少などを考えると、若手の活動の場である Y FE  

活動をもっといろいろな面からアピールしていく必要性を感じました。

2. 第 4回東北支部夏期鋳造講座の概要

開催時期：平成 16年 9月8日（水）～ 9月 10日（金）の 3日間

場 所 ：岩手大学工学部材料物性工学科 堀江研究室

参加人数： 18名（（社）日本鋳造工学会会員企業）

参加費 ：会 員 1万円（テキスト及び教材代含む）

非会員 2万円（当日、日本鋳造工学会に入会可能）

平成 16年 9月8日（水）

1) 受付及びオリエンテーション 12:30～13:00 

2）開講式 13:00～13:05 

堀江支部長より開講にあたり歓迎の挨拶があった。

3）鋳造工学全般の講義 13:05～15:00 

堀江自告 持手大学工学部教授より、鋳造全般についての講義がされた。
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4）鋳鉄に関する講義 15:15～17:15 

小綿利憲 岩手大学工学部技術専門員より 、鋳鉄の凝固 ・組織および材質につ

いての講義がされた。

開講式及び講義中の様子（堀江 東北支部長：小綿利憲 東北支部理事）

平成 16年 9月 9日 （木）

1) アルミ ニウムについて講義と実習 9:00～10:45 

山田元 美和ロック（附工場長と村－上治主任によるアルミ ニ ウム溶湯の品質評

価について講義 と実習がされた。

講義および実験中の様子 （山田 元 美和ロック（欄工場長と村上治主任）

2）鋳鉄の材質（実習）について講義 11 : 00～12:00 

池 浩之 岩手県工業技術センター 専門研究員より午後の実習についての

説明と概要について講義された。

3）鋳鉄に関する実習 13:00～16:00 

2班に分かれて以下の実験を交互に行った。

① 鋳鉄の引張試験、硬さ試験

高川貴仁 岩手県」；業技術センター 専門研究員

② 鋳鉄の組織観察

池 j告之 指手県［業技術センター 専↑llj研究員
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実験中の様子 （池 浩之 ・高川貴仁 岩手県工業技術センター 専門研究員）

4）特別講演会 16: 10～18: 10 

4人の講師より以下のテーマにて講演をしていただいた。

① 「工業技術センターの役割J

山形県工業技術センター 開発研究員山田享氏

② 「顧客満足度」

水沢市鋳物技術交流センタ一所長多国 尚氏

③ 「砂の管理と不良について」

附柴田製作所 専務取締役 前田健蔵氏

④ 「鋳鉄の溶湯処理（球状化処理実作業の留意事項） J 

（朝日下レアメタル研究所 常務取締役 杉本安一 氏

特別講演の様子
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5）懇親会 （岩手第一ホテル） 18: 45～21: 00 

今年度は、懇親会参加人数も多いことから、岩手大学に近い岩手第一ホテル

を会場に、懇親会を行った。受講生 19名と特別講演をしてくださった 4名の

前師、実験を担当してくださった 4名さらに明日の講義を担当してくださる 2

名の講師、店手大学から 2名そして全般的にお手伝いくださった山形県工業技

術センターの鈴木剛氏、合計 32名によって交流会を行った。

JJ:n江支部長より歓迎の挨拶そして明日の前義を担当してくださる福島県鋳造

技術研究顧問の竹木義明氏の乾杯により会がスター 卜した。

いつものように、直ぐうち解け合い、受講者と講師という壁もなく 、あちら

こちらに懇親の輸ができた。途中、受約者より自己紹介をかねて一人一人スピ

ーチをしていただいた。21:00の終了時間もあっという間に過ぎてしまった。

受講者から、他社の人との交流ができて非常に有意義との こと、中には初日

に懇親会してほしいという意見もありました。

このように、懇親会はこの講座のメインの 1つでもある。
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平成 ，6年 9月， 0日 （金）

1) 状態図に関する講義 9:00～12:00 

麻生節夫 秋田大学工学資源学部助教授より状態図に関する講義をしていた

だし1た。 この講座では初めての試みでもあり、今後もこのような企画も取り

入れていきたいと思います。

2）鋳鉄の鋳造欠陥の原因と対策について 13:00～15:00 

竹本義明 福島県鋳造技術研究会顧問より鋳造欠陥に関する講義をしていた

だいた。

講義中の様子 （麻生節夫氏、竹本義明氏）

3）夏期鋳造講座・開講式 1s:oo～15: 15 

堀江支部長が所用で欠席のため、竹本義明氏より 受講生一人一人に修了証苫：

が手渡された。

－副司ーーーーーーーーーーー・2

3. おわりに

今回の夏期鋳造訴座に際 し、快く講義 ・講演・ 実習を して下さった講師の皆様に改

めて感謝致します。ありがとうございました。

更に、今後もこのような企画に際 し、自薦、他薦あるいは支部事務局より多JJ1oiの
)j々 に講師依頼をお願い致 しますので、是非ご、協力をお願い致 します。
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高強度球状黒鉛槻夫の樹戒的性質（こ及ぼす黒創立数及びパーライ ト層間隔の影響

山形県工業技制干センタ一 日青山巧，山田享

岩手大学工学部小綿利憲，堀江崎，平塚貞人

1.緒言

高強度l:.：附と黒鉛鋳鉄には，恒温変態葬！拠理を利用して得られるオーステンノ 球々状黒鉛鋳

鉄仏DDや， 鋳放しまたは焼きならしで製造可能なJIS規路のFCD700・2及びFCD800・2

がある．前者に関する研究は多数報告されており，優れた強靭性を有するが，索拠理によ

るコスト高，ベイナイト絶織による切削性の悪化，また水環境による脆化現象などが問題

となっていることは周知の通りである．一方，後者の製造に関する研究も多数報告されて

いる．著者らは，希土類元素（RE）、添加による黒鉛化作用を利用し，多量のマンガン仏心。

や銅（Cu）の添加が可能で、あることを報告した 1.2). さらにMn及びCuを複合問日し，鰯失

をチル化させずに基地組織を微細！なノミーライト組織にすることにより，高強度球状黒鉛鋳

鉄が得られることを報告した 3-5)_

本研究では，これまでの研究で、最も高強度となった化学成分（l.Omass%Mn,

2.5mass%Cu，以下massは省略）と同ーとし，肉厚や接種方法を変化させることによって

黒を創立数の異なる高強度球状黒吉凶溺失を溶製したこれら試料の機械的性質の変化を調査

した結果について報告する．

2.実験方法
高純度飾決，制平欽， Fe-Si,Fe-Mn, Fe-8及びキ静岡を用い， lOkHz,50kWの高周波

電気）戸により，1回の溶解量を 11kgとし，元湯をj容製した．最終目標組成は，これまで

の著者らの報告で、最も機械的a性質が良好で、あった 3.7%C, 2.5%Si, l.0%Mn, 2.5%Cu, 

0.02%P以下， 0.012%8とした．また，黒を凶笠数を変化させるために， RE添加の有無，

接種の有無，インモールド接磁の有無を~りについて行った球状化処理は 1773K に
てサンドイツチ法により球状化斉IJを1.5%納日で、行った REを添加した制ヰでは，元湯S

量と化学量論的な量である 0.05%REを目標と 表1 試料番号と溶湯処理との関係

した球状化処理後，接種をする詩｜斗は 1723K

にて Fe-Si合金0.3%接種を行った．インモール

ド犠強はキューブ、状の接手重斉IJを約0.2%，注湯IIキ

の 1673K にて行った．表 1にこれらの惰湯処

理と割引番号との閥系を示す．注湯する鋳型は

Y ブロック試験片自硬性鋳型（JISB 号），

φ25mmノックオフタイプシェノレ型及び

φ10mmノックオフタイフ。シェノレ型のとした

Y ブロック試験片及び φ25mm試験片より

JIS4号試験片， φ10mm試験片より平行部

φ6mm×65mmの引張試験片にそれぞれ加工

して引張試験を行った．また， Yブロック詞！験

J-＼及び φ25mm 試験j「はつかみ部よりブリネ

ノレ似さ（HBW),φ10mm試験j＼・は破｜析l白I近傍
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よりロックウェル硬さ Cスケール（HRC）をそれぞ、れ測定した．さらにこれらの試料につい

て画像角勃庁装置を用い黒鈴位数の測定，並びに組織観察を行った．また，電界方娘、出l走査

電子顕微鏡（FE-SEM）及び原子問力顕微鏡（必M）によって高倍率で、のノぞーライトの

観察及び層間隔の測定を行った

3.実験結果及び考察

図 1に代表的な札織写真を示す． （心

はNo.1のYブロック詐窃食片，（b）はNo.3

の φ10mm誌験片の紘織写真である．全

試料においてチルすることなく，すべて

ノξーライト組織が得られた一方，黒鉛

旭織に関しては，すべての詩糾で黒告側ミ

状化率が80%を超え，また黒t品泣数につ

いては 130～1840イ町mn12程度で、あった．

図2に全制斗の引張強さと黒創立数との

関係を示す．引張強さと黒鉛粒数との明瞭

な関係は認められず，試験片の肉厚による

影響が大きいことが分かった．訴験片ごと

に引張強さの平均値をとるとYブロック試

験片で 890J¥1Pa， φ25mm試験片で

920J¥1Pa，φ10mm試験片で1090J¥1Pa程

度であり，薄肉になるにつれ大きくなる傾

向で、あった．

高強度球状黒鉛t灘決では，試験片肉厚が

薄くなるほど，すなわち冷却速度が大きく

なるに伴い引張強さも大きくなる傾向を示

した一方，全試験片の黒鉛球状化率は

80%以上と良好で，特に φ10mmfi試験片で

は黒鉛粒数500～1840個／mm2と変化して

しもにも関わらず，機械的性質にはほとん

ど影響を及ぼしていない．つまり，これら

の試験片は，黒鉛組織以外の因子によって

機械的性質が決定されることを示している

と考えられる．

周知の通り，パーライトは3次元的なラ

メラ構造をとっており，パーライトを定量

的に評価するためには，研磨而に対してセ

メンタイトが垂直な部分において，その間

隔を測定する必要がある．そこで，セメン

タイトがほぼ主［在な部分の FE-SEM像を 図 3

図3に示す．本図は 5%ナイタノレにより強

図 1 代表的な組織写真
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図2 引張強さと黒鉛粒数との関係
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腐食し，セメンタイト部分を浮き上がら

せた詞湘－である．訴験片肉厚が薄くなる

につれ，パーライトがち密となっている．

そこで FE-SEM像及びAFM像よりフ

ェライトI隔（図3では凹の部分）とセメ

ンタイト幅について測定した結果を表2

に示す．試験片の肉厚が薄くなるに伴い

フェライト幅は狭くなるが，セメンタイ

ト！幅はほぼ一定であることが分かった．

肉食片の肉厚が薄くなると紙腿度が大きくなり，共晶反応では黒告白1を数の増加，共析反

応で、はパーライトのち密化が起きると考えられる．一方，セメンタイト幅はほぼ一定であ

ることから，共析回芯時にオーステナイトからセメンタイトへの変態する量が多し、ことで，

相対的にフェライト幅が小さくなり，高強度となるものと考えられる．

そこで，組成をNo.7と同様とし，。25mm試験片を注湯後 1173Kにて型ばらしした試

料を作製した．この試料の黒安併設設は400個加m2程度で、はあるが，引張強さは1092MPa

で、あった．通常の型ばらしした試料の引張強さが 9221V1Paで、あったのに対し， 1701V1Pa

もの上昇が認められた．また，図3の φ10mm訴験片と同様なパーライト構造を有し，フ

ェライト幅は 100nm，セメンタイト幅は 60nmで、あった．すなわち，厚肉でも共析変態

時の冷却速度を制御すると 1000:MPa以上の引張強さを有する高強度球状黒鉛を様失が鋳放

しで製造可能であることが分かった．

4.結言
Mn及び Cuを添点目した高強度球状黒多錦織失の機械的性質に及ぼす黒鉛粒数及びパーラ

イト層間隔の影響について検討した結果，以下の結論を得た．

(1）高強度除状黒鉛を紛失では，引張強さに対して黒委合＊＇~汝による影響は認められない．
(2）冷却速度が大きくなると，パーライト中のセメンタイトの量が多くなり，相対的にパ

ーライト中のフェライト幅が狭くなる．この結果，パーライト層間隔がち密となる．

(3）試験片肉厚が厚くても共析変態時の冷却速度が大きければパーライト層間隔がち密と

なり， 10001V1Paを超える高強度球状黒錦織が鋳放しで、製造可能で、ある．

5.参考文献
1) R青山巧，小綿利憲，堀江自告，雷富軍，平塚貞人，山田享：鋳造工学75(2003)331

2) a青山巧，小綿手IJ憲，堀ill告，山田享，平塚貞人：銃宣工学76(2004)830

3）小綿手IJ;憲，堀田告，藤島栄，小曽根蹴色藤野知樹， H青山巧：日本餓査工学会第 141

回全国講演大会概要集141(2002)5
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表2 各試験片のフェライト幅とセメンタイト幅
(nm) 

よそフェライト申富 セメンタイト幅

Yブロック試験片 170 70 

φ25mm試験片 150 70 

φ10mm試験片 100 60 
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干田昭夫先生

日本鋳造工学会名誉会員

ご就任おめでとうございます
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千田昭夫先生の日本鋳造工学会名誉会員就任のお祝い

いわて産業振興センター 勝負津善行

この度、千田昭夫先生が本学会名誉会員に就任されました。大変喜ばしいことと東北支

部一同心よりお祝い申し上げます。

千田先生は、昭和 28年に日本鋳物協会に入会以来多くの研究実績を挙げられた外、本

部や支部の役員として学会の発展と鋳造業界の振興に貢献されてまいりました。特に、若

い鋳造技術者の育成や、環境に配慮、した鋳物づくりには積極的に取り組まれてきました。

今日、東北支部が元気であるのはこのおかげであります。

若い方々には知らないこともあるかと思いますので、千田先生のお仕事の一部を以下に

ご紹介いたします。

1、実績について

0 千田昭夫先生の略歴

・ 1927/3/29生（77歳）

1951/3 東北大学卒業

1953/4 富士製鉄（開入社、釜石製鉄所勤務

1978/3 新日本製餓附釜石製鉄所副所長兼生産技術部長

1982/4 （有）日下レアメタル研究所入社、取締役（東北各県技術アドハ守イサマー兼務）

1993/4 （有）日下レアメタル研究所、顧問

現在に至る

0 日本鋳造工学会（日本鋳物協会）役歴

・理 事 1976～77 ・評議員 1972～現在

．各種研究委員として学会事業に貢献

・東北支部長 1994～99(3期）

・全国大会実行委員長 第 131回（1997福島市）

0 受賞歴

・技術賞 1971・功労賞 1980・論文賞 1993・クボタ賞 1998・豊田賞 1998

0 研究

1962年度に東北大学より授与された学位論文の「自溶性焼結鉱の製造に関する研

究Jは、富士製鉄側釜石製鉄所における世界に先駆けた技術開発成果であり、球状

黒鉛鋳鉄製造用高純度銑鉄の開発に関連するもので、同鋳鉄生産量の飛躍的増加を

促進した。

・国際会議で、は、オーステンパーダクタイル鋳鉄に関する国際会議では、日本代表の

一員として参加して世界最新の情報を国内に提供した。

0 日下賞について

日下賞創設にあたって、新進気鋭の若者を対象に受賞するとの理念、を定着させ、

今日の工学会 7賞の一つで、ある同賞の地位を確立させた。

本部関連の業績については以上が概略でありますc
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2 東北支部での実績

支部におきましては、皆様も知っているとお り支部長や鋳造技術部会長、または各県

の技術アド‘パイザーとして私たちに接しながら多くのお仕事をされてきました。そのこ

とについて若干ご紹介いたします。

0 支部の若い技術者の育成

千田先生はとにかく若い人と話す

のが好きである。『それで、残留マグ

ネは何%なの？』、『その他の元素量

は何%？』。『何分以内に注湯してい

るの？』表情を見ながら質問が飛ぶ。

デスカッションしながら、問題解

決のチェックポイントを教えてい

るのだ。次の機会に、『あれはど う

なったの？』復習である。

技術部会でも、若い人の発表には

耳を立てて聞き、質問も多い。

各会社も公設試も、若い技術者の育成では今でも大変お世話になっている。

O 環境に配慮した鋳物づくり

支部長に就任されてすぐ、鋳造技術部会に併せて現場技術者誠習会が開催されるように

なった。各鋳物工場の廃砂対応の発表からはじま り、 勉強しながら皆でより 良い出来物

処理方法を模索した。先生は製鉄所の頃から、廃棄物処理や廃棄物の有効活用を手掛、け

られていたようである。 この問題は、今後中小企業で、も大切なことになると強く意識さ

れていたと思われる。この講習会の成果は、時期的には早めに東北の各企業が『保境に

配慮した鋳物づくり』を推し進めるようになったことである。その頃、全｜宝｜｜旬に廃棄物

処理がテーマとして挙げられる様になった。

0 錫浴オーステンパ処理で、ADI

私のことではあるが、このことについては大変ご指導し、ただし 1た。その開発以前に先

生は米国で開催されたオーステンパーダクタイル鋳鉄に関する国際会議にご出席されて

おり、いろいろな点からアドバイスをされた。特：に、この方法によりオーステンパ処PU

を行うことは、工場周辺を汚染しないことから環境面のメリッ トが大きく、更に多少の

厚肉でも処理が可能である ことが明 らかされた。

現在、 I社において試作された中小企業規模の処理炉は、機械部品やj足利j：爪などの製

造で操業している。

3 まとめ

下回昭夫先生の円本鋳造工学会名誉会員就任にあたり、お机し、と感謝の気持ちをこめま

して、先午のお仕事の概要をご紹介し、たしました。先／－｜三には、今後とも鋳造業界のご指導

ご支援をお願いいたします。

下lflfl{{ )-:: ＇）じ午、おめでとうござ、いますc
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第 23号以来、継続している人物紹介

コーナーです。紹介される人物も紹介

する評者も支部を代表する方々です。

今後ますますのご活躍を期待します。

t 

「大平賞」受賞の窪田輝雄さん

高周波鋳造株式会社

平成 16年 6月山形市で開催された東北支部 36回大会に

おきまして，当社の窪田輝雄さんが大平賞を受賞されまし

た。心からお祝い申し上げます。

I 窪田さんは大阪府立大学工学部をご卒業後，昭和 43年日

本高周波鋼業（同八戸工場（現高周波鋳造株式会社）に入社されました。当時工場では砂

鉄銑の生産が主流でしたが，鋳物の専門知識を持った即戦力として期待され，着手した

ばかりの鋳鉄鋳物の製造に従事されま した。それ以来，量産生型鋳物及び自硬性鋳物の

生産と技術開発の第一線でご活躍され，製銑 ・製鋼から鋳物への業種転換に多大な貢献

をされました。

その後も鋳物製造における新しい設備の導入に積極的に取組み，平成2年当時国内初

の生産方式であったエアインパクトによる生型造型機を導入し，その造型技術を確立さ

れました。 さらにその技術を業界に広く紹介し，助言と指導を行ってきま した。現在は

常務取締役工場長として，当社運営の舵取りに日々労力を費やしておられます。

東北支部の活動で、は，青森県のまとめ役として支部大会や鋳造技術部会に積極的に参

画され，支部の発展に貢献してきました。特に，平成 13年に八戸市で開催された東北支

部創立 50周年記念大会の準備では，その中心的役割を果たし，大会を成功に導かれまし

た。

外見は少し荘洋とした感があります（ごめんなさしつが，仕事に限らず幅広い知識を

お持ちで，どんな質問にも必ず答えが返ってくることにいつも驚かされます。また，ど

んな無駄話にも “ん～何？” とすぐ参加する大変気さくなお人柄で，男女を間わず皆

に人気があります。お酒の方は“はしご”が元々お好きなのと義理堅さの両方であちこ

ちのお店に顔を出しますので，ご一緒させていただくとなかなか帰してくれません。カ

ラオケの“おはこ”は石原裕次郎の“恋の町札幌”で，H札幌”のところの歌詞をご当地

やお店の名前に変えて歌い，毎回皆さんに受けております。ゴルフは昨年（平 16年）ス

ランプのようで，“ザックリ ，ゴロゴロ，飛べば林へ寄り道”と納得できるスイ ングがで

きないご様子で， 打った後しきりに首を傾げることが多かったのですが，何とかの横好

き（ごめんなさし，）で，お誘いがある度嬉々としてお出かけされているようです。

少し血圧がお高いようですので，健康に留意され議々のご活躍をお祈りしご紹介とさ

せていただきます。 （高周波偽造株式会社 渋谷慎－郎）
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「大平賞J受賞の 後藤正治さん

秋田大学工学資源学部

後藤正治先生は平成2年4月、秋田大学鉱山学部物質L学

科の教授として九州大学大学院総合理工学研究科から転任し

てこられました。当時の物質工学科は学部改組によってそれ

まであった治金、金属材料、燃料化学、資源化学の 4学科が、一部の誠j主を除いて統合

し誕生した大講座制の学科でした。先生の転任と学部改組が同時期であったため、物質

工学科の学生は 1年生のみで 2年生以上の学部生や大学院生は、 i台金あるいは金属材料

学科の学生という状況にありま した。そのため名前は物質工学科であっても、実質的に

は志なかばで逝去された故宇佐美正先生の後任として田上道弘先生、麻生節夫先生と私

が所属していた旧金属材料学科の鋳造学講座を担当されることとなり ました。

その頃、学生たちの問では深佼まで、研究室に残っている と、 研究室へ歩いてくる宇佐

美先生の足音が廊下から聞こえるという話がまことしやかに語られていま した。先生も

宇佐美先生が生前使用していた教授室を引継ぎ、 机や椅子なども買い換えないで使って

おられました。宇佐美先生とは体格が違うので、椅子の高さを上げて使用しておられた

とのことです。ところが、椅子の高さを自分に合うように調節しても、翌刊lになるとそ

の高さがもとに戻っているというのです。先生は冗談まじりに 「宇佐美先中がまだ米て

いるのかな」というような話をよくされていました。

秋田大学に赴任される前までの先生のご専門は、金属材料のr,Yir毘強度とその発現機材ょ

に関するご研究であり、鋳造工学の分野とは少し陥れたものでありました。このような

場合、普通であればご白身の研究テーマを前面に出して研究活動を進めて行くことが多

いのではないかと思われます。しかし、先生はそれまでに築かれてきた的治研究’宅の研

究テーマを一つの柱として継続し、それにご自分の研究テーマを少しずつ似合させてい

く研究手法、いわゆるハードランデイングではなくソフトランデインクマの道を選択され

ました。これはllliにg1.,、たような少し怖いできごとがあったからではなく 、川りに刻す

る気配りとその時々においてイ11fが大切かを合理的に判断される、先11＝.ならではのお片え

がそうさせたものであったと忠、います。

、ド成 10年 4月、 2度目の改組により鉱山学部は工学資源学部と名称を変え、物質－ r了、t
科からInJ台金・金属材料系が分かれ材料工学科として発足しました。全Irslの大’下におい

て改組により「鈎ー造j という研究分野が減ってゆく「I＇、たとえ名前は変わっても’＇J{'fliYJ

に鋳造工学を研究テーマの柱にすえて研究所副jを続け、多くの研究論文をづをよーしている

研究宰はそれほど多くはなし 1と思います

先生と鋳J.!5＿［’y：会との関わりは秋田大γ：に赴任されてからの 151iドと決して長いもの

ではありませんけれども、 この 15年nnの鋳造｜；乍会に対するご、貢献は非常’に給広：ω淡

いものであると思います 平成4年から｜｜本鋳物協会の役iiを！笠任され、、ドl戊10{rから

は東北文部鈎造技術部会の郎会長の峨も務めておられます また、昨年 5川には 11本的
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造工学会の本部理事に就任されたことは皆様周知のことと思います。

今回、先生が大平iミを受賞されたことに対レ心よりお祝し、を申し上げるとともに、今

後も引き続き鋳造工学会発展のためご指導頂きますようお願いいたします。

（秋田大学 小松芳成）

「大平賞」受賞の渡辺利隆さん

有限会社渡辺鋳造所

「大平賞Jを受賞された渡辺利隆社長（以下社長）を紹介い

たします．

社長は国立鶴岡工業高等専門学校（以下鶴高専）の第 1回の卒

業生で，初代の生徒会長を勤められました．就職活動で K社

採用試験の 2次面接試験において，「御社にて鋳造について勉強させて下さい．勉強したこ

とを地元鋳造工場の発展に役立たせていただきます.2, 3年お世話になりたいのです.Jと

述べられたとのエピソードがあります．結果は見事に不合格だったそうです． 山形地区の

某鋳造工場で勉強された後、現在の鋳造工場に従事されました．当時は家庭鋳物製品が主流

でしたが，独自で、営業活動を行し、機械部品の鋳造工場へと脱皮を図りました．

社長は，総高専でまた地元鋳造工場で学んだことをユーザーに大いにアピールして廻

って，現在の主要取引先を確保してきました ユーザーからの評価も高く，試作品や新

素材開発の依頼は現在でも数多く寄・せられています．私が入社したH寺には 「FCV-P（オー

ルパーライト CV鋳鉄）の開発Jを終え，実地試験に入っている段階でした．素材の優秀

さが認められて実用化され，現在では弊社の主力製品となっています． 試作や新素材開

発に対して前向きな社長ですので，私も県工業技術センターと一緒にさまざまな実験を

行ってきま した．それらの結果を支部大会，鋳造技術部会，全国講演大会等で度々発表

させていただいたことに対して社長に感謝申し上げます．

常に他社にない素材に挑戦し，前向きな鋳造工場を上Ii有すとともに， 1J1形地区の鋳造

業界の発展に帯与されてきたことは，「大平11:J受賞にふさわしいものと思います

最近数年間は，県工業技術センターと一緒に，ニッケル ・マンガン系球状黒鉛鋳鉄に

関して研究を実施してきました．その結果，社長が 20数年前に試作依煩を受けたものの

｜祈念していた硬く耐摩耗性に優れた素材の開発に成功しました．科学技術振興機構の

RSP 事業から研究~’をいただき ， プラスチックの身、l出成JI目用金型の試作にも成功いたし
ました．さらに発展させて，鋳鋼の金型製作に取り組んでおり 、雲のトーの存ftとも言え

る大手特殊鋼メーカー独占の令型分野に進出しようとj頃張っています．

30名弱の鋳造」；場ではありますが，経済産業省の 「中小イト業j也j或新作．コンソーシアム

エlT業Jに採択され，茅：－手大学 ・秋田大学 ・｜｜｜形大学 ・県仁業技術センター ・令ti辺製作企

業・ プラ スチック成形作業 ・弊tlで‘Wt11交する産’ア：’p;・クツレーフの総折研究代表者としてj頃

•J長っておられます （（有）渡辺鋳造：JiJj- 石JI: 平nた）
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「金子賞」受賞の小野幸夫さん

秋木製鋼株式会社

金子賞受賞おめでとう ございます。

金子賞を受賞しました「小野幸夫Jさんをご紹介し、たします。

小野さんは昭和 34年 12月 9日に秋田県能代市に生まれ、ng和 53年にバスケッ トボー

ノレで、有名な能代工業をご卒業されています。その後、建築板金業を経て平成元年 12月に

秋木製鋼（株）に入社され、造型、木型、溶解などに携わり、平成 15年 日 月に現在の

製造技術グループ長に就任されています。社の製造技術グルーフのを統指するとともに、

いち早く製造現場に IT技術を導入し、鋳造シミュレーションを活用した不良刻策、新規

製品等の鋳造方案設計等を手がけた鋳造シミュ レーションのスペシャ リス トです。現在

は、鋳鋼品の木型製作のために鋳造シミュレーションを活用した鋳造方案設計や製造フ

ロセスの標準化に取り組んでいます。

また、当センターとも新製品開発等で、共同研究を実施するなど、研究に関 してもJl日；；1;
に積極的に取り組み、責任ある立場で、企業の活性化に密闘しております。

私がセンターに入所し、鋳造技術に携わって間もない頃、鋳iii技術の未熟な私に鋳鋼

の溶解手Ji頂、目視による溶解温度判定、成分調整など、熟練さながらの溶解｝I法を伝授

してもらったことを感謝しております。

小野さんは、 一見、気難しそうで気軽に話しかけられない雰囲気を感じますが、期｜｜れ

ると気さくな人柄であり、社内の人望も厚く周囲とのコミュニケーションを大事にする

方です。また、多趣味でも有名で渓流釣りやスキーなど、趣味よりプロ級？との話も｜叩

いております。最・近のマイブームは内田康夫作の批理小説にはまっているとのことです。

また、仕事の面では鋳造欠陥のない製品を製造するための画期的な鋳造）J案を模鉛する

など、趣味＆仕事ともに探求心旺盛な方です。

今後も我々若手技術者の目標と して鋳造業界の発展のために活躍されることを期待し

ております。

（秋田県工業技術センター 内田富 ｜二夫）
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「金子賞」受賞の長谷川文彦さん

カクチョウ株式会社

平成 15年度「金子賞」を受賞されました、弊社代表取締役長谷川文彦氏をご紹介させ

ていただきます。

長谷川社長は、昭和 60年に日本大学工学部機械工学科で大平研究室をご卒業後、弊

社の取引先に入社され2年間生産技術課で仕事をされた後、昭和 62年カクチョウ闘に

入宇土されました。

入社後は仕上検査課課長と して現場に携わり、その後、製造部部長として工場内全般

を管理しておりました。平成 11年先代の社長に代わり代表取締役となられ、現在に至

っております。

長谷川社長は大変、交友の，11高が広くいろいろな場に出向いてし1かれます。去年発生し

た新潟中越地震の｜際には仲間と炊き出しに行かれました。貴重なプライベー トの時間を

さいて、いろいろな所で見聞を広め交友の｜隔を広げていられます。また、非常にきめ細

やかなこころ使いをもっておられ社員の誕生日には必ず声をかけられます。

プライベートで、は非常に趣味も多彩で、大型自動二輪で、ツーリングに出かけ、楽器（ベ

ース）と音楽をこよなく愛し、ソフトボーノレクラブにも所属しておられます。オー トバ

イに乗られる時は早朝から出かけ午前中には帰宅して、家族サービスも決して忘れませ

ん。また、お酒も大好きで大変楽しく、いろいろな方と飲んでいられます。YFE大会で

も積極的に昼間の役割を果たされ、夜の部においても精力的に役割をこなされ、数々の

逸話があるようです。

今回の受賞、木当におめでとうごぎいます。今後とも休に気をつけてご指導くださる

よう 、また一層の活躍を期待して、ご紹介と させてl頁きます。

（カクチョウ株式会社 長谷川 芳文）
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「井川賞J受 賞 の 晴 山 巧 さ ん

山形県工業技術センター

平成 16年日本鋳造工学会東北支部大会にて、当センター州

究員であるH青山巧さんが「井J11賞Jを受公されました。心よ

りお祝い申し上げるとともに、 1111r山巧さんの紹介をさせてい

ただきます。

H青山さんは「海女とやきものと琉泊のまち jで有名な岩手県久慈市のごH'i身で、小さい

ころの遊び場は海の中、おやつは新鮮なアワ ビ‘やサザエとい う自然に恵まれた環境だっ

たそうです。平成 11年 3月に岩手大学大学院工学研究科博士前期課院の物質」二学専攻

を修了後、同年4月、山形県工業技術センターに研究員として入所されました。入所以

来、素材技術部で、鋳造技術関係を主体に金属関係の研究開発、指導相談、依似試験を

担当されています。また、平成 14 年 4 月 から岩手大学大学院工学研究科｜＃｜二後期l f~;f:'，~
の社会人選抜コースに入学し、堀江先生のご指導のもと、高強度J:.:jt状黒鉛針j欽の開発を

テーマに掲げ、鋳鉄材料及び鋳造技術の研究に励んで、おられます。この記司，：が射殺 され

た会報が出るころには博上号を取得されていることと思います。

n,1山さんが山形に就職されてから 6年が過ぎました。これまでも、山形りよ内の紛il1関
係各社との密接なa情報交換、企業訪問を行い、大学で学んでいら した新しい技術を各企

業に紹介し、不良対策や新製品開発の大きなノJとなっていらっしゃいます。技術センタ

ーの崎山さんに、毎日のように足を運んでくださる鋳造会社の方もいらっしゃるくらい

で、 「まるで試作工場だね」と我々他の職員から冗談を言われながらもコーヒーを飲ん

で帰っていきます。 このようなフランクな話の場から新しい発恕が生まれ、新しい研究

テーマになり、それが新しい商品と して世の中に出て行ってる ことは とてもすばら し

い事だと思います。

さて、ここで仕事以外の・n:も簡単に紹介しておきましょう。家庭で、の11,!f，，， さんは.~I己

のハハとして品行方正に努めていらっしゃるようです。II'rlし1た話では、家l必でji'Ejもたば

こも・切やらないそうです。センターではへピースモーカーの部知に人り、 l隙j必の飲み

会では酒豪にランク付けされるII青山さんが、家庭で泊もたばこも一切jやらなし、というの

は謎の世界です。 しかし、これは家族を大事に している証拠と私は解釈 しています 主

た、￥「9席でのカラオケの選｜｜｜！はモーニング娘、来せてもらう愛Tl(のステレオーから流れて

くる rl~I もモーニング娘。 と、お＊IIな一面iも持ち合わせており、こんな ーI(1 iも人を引き

つける号主要な魅ノjのーっとなっているようです。

今後も、｜｜｜形の鋳造業界発展に日脱されることと、 j売店に携わる研究行として、1I I Jrラ

だけでなくれ本、 世i：界でも爪i躍されることを邦｜待しております。

( 111 Jri Y1しl；業技術センター 鈴木 ｜品川）
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東北支部第 36回山形大会概況報告
山形県工業技術センター晴山巧

平成 16年度の東北支部大会は春に開催される ことになって 2度目である。参加される

方の便の良いよ う、 JRW－＇形！択に近い山形テルサを会場とした。本支部大会では平成 14

年度の全同論演大会と同様に「お金をかけずに真心込めてJを目標とし、協賛金のお願

いや、カタログ展示コーナーを思い切って取りやめた。参加者は当日参加を含め 102名

と非常に慌況であった 大会の日程は下記の通りである。

－平成 16年 6月 22日 総会、技術講演会、懇親会

－平成 16年 6月 23日 工場見学会

以下にその概況を報告する。

1. 総会

期江階東北支部長が議長を務め、下記の議事・について事務局より提案され、原案通り

承認された。

(1）新理事役割分担について

(2）平成 15年度卒業報告

(3）平成 15年度決算報告

(4）平成 15年度会計監査報告

(5）、｜ι成 16年度事業計画

(6）平成 16年度予算案

(7）その他

2. 大平賞、 金子賞、JI二川賞授与式

次の方が受賞され、Jffi＼江時東北支部長から負’状と記念品が授与された。なお、都合に

より秋田大学の後藤，u台氏が欠m,；のため、秋田県工業技術センターの進藤亮悦氏が代理

となった。また、受賞者を代表して（有）渡辺鈎造所の渡辺利隆氏よりお礼の挨拶が述べら

れた。

・大平賞

写真1 受賞者代表挨拶
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3.技術講演会

技術講演会では判にテーマ等は設けなかったが、企業の)jに不良対策の講演をお願い

した 不良に対する吟え）j、小良低減）j法などすべてにおいて興味深い内特であった

本文部大会の参）JIIft・が多い日HII I U) 1つで、あろうと考えられる 以 トーに 6件の講演タイト
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ル及び講演者を示す。

(1）エキゾーストマニホーノレドの不良対策 附ハラチュウ 吉田正一氏

(2）我社の生き残り作戦 附柴田製作所前田健蔵氏

(3）当社の不良対策事例 高周波鋳造附加藤俊昭氏

(4）金型表面仕上げによる Alダイカス ト製品の不良対策

山崎ダイカスト附 高橋勇誠氏

(5）ハイサイクルダイカストマシンにて製造する亜鉛ダイカスト小物部品における金型

潰れ対策 岩手非鉄研究会（美和ロシク側） 北方秀和氏

(6）鋼鋳物におけるワレ欠陥低減－歯車箱の中子ブロー化による効果及び凝固解析を使

用したワレ欠陥対策ー 福島製鋼側新田哲士氏

写真2 講演会の様子 写真3 北方氏の講演

4. 懇親会

中江秀雄前鋳造工学会会長は「鋳造工学会J＝ 「懇親会学会Jであるとおっしゃって

いたが、技術講演会の隣の部屋に設置された懇親会場において、前会長の教えに習い盛

大に懇親会を開催 した。飲み放題コースとして、 実行委員がすべてのテープールに 2、3人

責任者として置き、お酒を切ら さないように心掛けた。様々な情報交換及び交流がなさ

れ、楽しい一時を過ごした。

最後に第 36回山形大会を開催するに

あたって、お忙しい中大会に出席して頂

いた皆様をはじめ、厳しい経済状況の中

で講演概要集に広告掲載をご快諾頂いた

各社、並びに大会行事にご協力頂きまし

た関係各位に心から厚くお礼申 し上げま

す

写真4 千田前支部長による懇親会での乾杯
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東北支部第36回山形大会工場見学記

山形県工業技術センタ－庄内試験場松木俊朗

平成 164-ド6J-1 22日朝、参加者l8名は山形駅西口（霞城セントラル前）に集合し、貸し切

りパスにて此学先へと向かった。支部大会が行われた前日に続いて晴天であり 、清々しい

I 11を予感させるものであった。

ノ子！日！の凡学先は、山形市から西方約7km（こ位置する山辺町にあるオリエンタルカーペッ

ト株式会社であった。ここでは、羊毛やシルクを材料として、 貴賓室、応接室等に用いる

,・,':i級じゅうたんや、丈化会館のホーノレ等に設置される鍛rj長を製造しており 、製品は一品作

のT:づくり品、また、一貫作業による全工程自社工場製作という特徴をもっメ ーカであっ

た f,)J-造から見れば異業種であるが、「ものづくり Jの視点から見れば同じであり、また

業界における トップメ ーカである ことから、大いに興味をもって工場見学に臨んだ。

｜｜｜辺111rはニット生産日本ーとして知られ、江戸時代

から染色業 ・織物業が感んなII汀である。オリエンタル「

カーペッ ト（株） は、それらの工場が建ち並ぶ街の中

心部にあった。木造の社屋は古風ながらも手入れが行

き届いており 、このあたりからも歴史が感じられた。

写真 lは、約 JO人程j支の作業者が横並びになり 、一

芥に作業している保子を写したものである。原寸大の

設計図（下絵）に従い個々人の担当範囲を織り上げて

いくが、熟練者だけではなく初心者も含まれている と ー
のことで、周囲のペースと調整しながらスムーズに作 与真1手作業による織り 上げ

業が進んでいた。こうしたチームワークが良い製品を

産むひとつの要なのだろう。

写真2は出荷前の椴｜！長を見学している様子である。

このような大きく 、一方で繊細な「作品Jを目にして、

一同感動すら党えたものだ、った。

この他、 じゅうたん製造における手織と手刺の使い

分け、マーセライズ（化学洗濯拠出加工）と呼ばれる

独内の仕上げ処迎方法、色の調合をはじめとする製品

l:JH発 .r',r，質管理かどの説明も頂いた。ニッ ト業界も他 ー

業桶と同慌に止＇ Iご産低価格化で海外との激しい競 与真2出荷前の鍛帳

守lにさらされ、山辺111rのニッ ト工場も相当に厳しい状況にあるとのことだ、った。オリエン

タルカーペッ ト （株）は「少量品 ・高級品j で勝負している企業であり 、特徴ある技術、

附：かな品質といった基本の重要性を改めて考えさせられた。

I ：場見守：の後は、JR左沢線を走るSLの汽笛を聞きつつ、寒河江市のさくらんぼ農園に立

ち寄り 、初夏の味覚を満喫した。
l1k後に、お忙しいところ丁寧に工場をご案内いただいたオリエンタルカーベット附の皆

保に心より感謝申し上げます。
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第 69回鋳造技術部会発表概要

1.日時平成 16年7月 26日（月）13:00～17:00 

2.場所水沢市鋳物技術交流センター

3.発表概要

3. 1 鋳ぐるみによる応用化事例

岩手県工業技術センター O池浩之

廃棄サーメットを利用した高温耐久性材料の開発および応用化事例についての報告

である．サーメットチップは耐熱，耐酸化，耐摩耗性に優れる一方で、 使用後にほと

んどリサイクルされることなく廃棄される．このサーメットを強化材として鋳造材料

に鋳ぐるみ，耐熱，耐摩耗性の優れる複合材料の作製を目指した．鋳ぐるみ材は非常

に難加工材であるが，加工条件をコントロールすることで，表面粗さ Ry=2.0 μ mを達

成した．これによりエジェクターピンや打ち抜き用のパンチなどの精密部品への適用

も可能となった．また，高炉設備の焼結鉱破砕歯などに適用するため，高温圧縮衝撃

特性について評価を行った．その結果，鋳ぐるみ材は高温での変形抵抗が大きいこと

が明らかとなった．現在，焼結鉱の二次破砕歯などに応用されている．この他に今後

応用化が期待される製品分野として，土木建設機械，破砕機，製鉄機械，セメント機

械，焼却炉関係、が挙げられる．

3. 2 IS09001の取得まで

（株）水沢鋳工所及川勝比吉、 O及川寿樹、石川薫

当社では顧客の要望及び経営戦略の一環として，2003年3月 15日より IS09001:2000

認証取得を目指し， 2004年 2月 20日認証を受けた．社長以下全社員が一丸となって取

り組んだ結果であるが，他にも，鋳造工場で ISO構築された経験が豊富な方をコンサ

ルタントに迎えたこと，管理責任者， ISO事務局，推進メンバ一社内 7名体制で集中的

に活動を行ったことが功を奏し，計画通りの日程で認証取得できた．「お客様に満足と

信頼が得られる製品を提供します」を掛け声に全社員の意識改革も進み，現在は会社

に利益をもたらす品質マネジメントシステムの継続的な改善に取り組んでおり，その

効果が表れはじめている．

3. 3 鋳鉄溶湯からの脱マンガン

岩手大学 O堀江崎、平塚貞人、小綿利憲

近年，自動車に対する環境性・安全性の要求により車体鋼板に軽量かっ高強度な高

Mn鋼が使用されるようになってきている． それに伴い，鋳鉄原材料でもある鋼スク

ラップι中のMn量も増加の一途をたどっている．そのため，鋳鉄原材料としてMnを多く
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含有する鋼スクラップを再利用するためには，高Mn含有スクラップ鋼中のMnを希釈

する方法および脱Mn処理等が必要となる．

本実験では溶湯中からMnを取り除く方法として，硫化物フラックスであるK2S,Na2S 

およびNa~SO.，を用いて脱Mnを図るとともにその脱Mn機構の解明を試み，次の結果を得

た．

(i) ¥inを含む鋳鉄溶湯中に硫化物フラックスを添加すると，添加量により脱Mn率は向

上し， K:!SとNaコSO.，では10%添加で、約80%,Na2Sで、は5%添加で、約40%の脱Mn率が得

られた．

(ii) K2S, Na2SO.，を添加した場合Mnと共にかなりの量のSiも除去され，特にNa2S04の場

合ではフラックス中の0により SiO？が生成され，高い脱出率となった．

(iii)脱Mn処理後のS残留量はKふ Na2S0.1共に高い値となった．一方で、， Na2Sを添加した

場合で、は添加量の増加に伴うS残留量の増加は無かった．

Mnを含む溶湯中に NaヮS0.1を添加すると， Na2S0.1は Na20, Si022, 02に分離し Si02

と0.，は溶湯中の S Oのポテンシヤルを上げMnS, Si02を生成させ，ガスとしては反

応生成物を溶湯表面に浮上させるという脱Mn機構を考察した．

3. 4 工業技術センターとの共同研究事例

（有）渡辺鋳造所 O石井和夫、渡辺利隆、渋谷宇一郎

当社では山形県工業技術センターの指導を受けながら，ここ 20年間さまざまなこ

とに挑戦してきた（表 1).これらの成果は，当社にとってなくてはならない技術とな

り、主力製品となっているものもある．今回取り上げた「非磁性鋳鉄の開発j及び「マ

ルテンサイト鋳鉄の開発Jは、ユーザからの試作依頼に端を発したものである．試作

依頼品に関するユーザ・ニーズを的確に把握し、工業技術センターと情報を共有化す

ることにより、試作依頼品よりも高機能で安価な材料を開発することができた．いず

れの材料も、ユーザの実地試験の結果、従来材料や試作依頼品の代替材料として採用

されることができた．

人手や人材が不足している中小企業で、あっても、工業技術センターや大学の指導

を受けることによって新材料開発や新製品開発に挑戦することができる．今後とも

工業技術センターの協力を得ながら、受注型下請企業から提案型企業への脱皮を図っ

ていきたい．

表1 指導受けた事例

・音速による FCD,FCVの品質管理・全パーライ CV鋳鉄の製造技術と品質管理

・熱処理による FCDの基地組織の制御 ・インモールド接種による組織改善

・発熱スリーブに起因するガス欠陥対策 ・抵抗材料の製造技術と品質管理

・非磁性鋳鉄の開発 ・マルテンサイト鋳鉄の開発
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3. 5 スラグのコンクリート骨材への利用

岩手県工業技術センター O佐々木秀幸、藤原智徳

我々は鋳物工場から排出されるガラス質で脆いスラグを、熱処理して結晶を成長

させることで、コンクリート用人工骨材として利用する方法を検討した。熱処理し

た鋳物スラグをXRDやSEMで観察したところ、CaSi03の結品が成長していることと、

結晶成長によって表面に凹凸が出来ていることが確認された。

この処理によって、溶融スラグは JISA 5005の砕石規格を満足する強度の骨材と

なることが分かつた。鋳物スラグのコンクリート用骨材への適用試験を実施したと

ころ、圧縮強度・引張強度ともに、通常の砕石と遜色ない結果が得られた。

なお、含有成分や有害性を規定する溶融スラグの TR規格とも比較したが問題は見

られず、再利用できる可能性が高いことが分かつた。

3. 6 自己革新型ものづくり企業群の育成支援事業

東北経済産業局地域経済部 O中井孝明

経済産業省の支援事業の中で素材産業が活用できる以下のような技術開発施策が

あることを紹介した．

中小・ベンチャー企業のスタートアップ支援（技術シーズ，ビジネスアイデアに

対する事業支援）

JAPANブランド育成支援事業

新たな連携による新事業進出支援

戦略的基盤技術開発プロジェクト

・地域新生コンソーシアム研究開発事業

． 新規産業創造技術開発費補助金

・中小企業創造技術研究開発の支援

IT活用型経営革新モデル事業

・産業技術実用化開発補助事業

基盤技術研究促進事業

中小企業活路開拓調査・実現化事業

また，東北地域における「自己革新型ものづくり企業群」の育成については

1. 新たな経済産業政策について

(I）新産業創造戦略

(2）地域ものづくり革新

(3）製造現場の中核人材の強化

2. 「東北地域におけるものづくり企業群」の育成

・自己革新型ものづくり企業

「技術ロード、マップJに基づく漸進的技術革新

・重層的な産業人材の育成 などが挙げられる。 （秋田大学麻生節夫 記）
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第 70回鋳造技術部会発表概要

1 .日時平成 17年 1月 28日（金）13:00～17:00 

2 場所ホテルリッチ酒田

3 発表概要

3. 1 表面改質による高機能鋳鉄の開発

山形県工業技術センター圧内試験場 O松木俊朗、菅井和人

欽flifij ~:,,J －~三｜への昨日出アルミニウムメッキ処理は、界面に鉄ーアノレ ミニウム合金を形成

させる手法であり 耐熱性 ・耐食性に優れたコーテイングとして知られている。従来

の）JtLで1ま銅の機械）JD」二回に対する処理がほとんどであったが、鋳鉄の鋳放し面に合

金胞を形成させることが可能になれば、加工工程の省略、形状の自由度増大など、鋳

鉄の判長を最大1；艮に活かすことができる。この度、一連の研究の基礎として、一般鋳

鉄紡}j文しI(1 jに刈する欽一アノレミニウム合金居形成技術の確立を目指して実験を行った。

ょll！－＇~」(11＇）な 仁業rFJ~:1li Al 、 Al-S i 系合金（八C3八、 JI S） 、 Al一~lg 系合金（AC7A 、 JIS）、およ

び各純正ぷ（Si、】lg、re）の配合を変えたアノレミニウム合金を電気炉で溶解し、溶湯

仁，，に寸法を変えた数種類の銑鉄（FC）を浸出・した。浸出条件として、溶湯温度 （973K、

10731<）、民・rt111.'n1:1JC3. o×1 aゴ～3.6×103sec）の彫轡を調べた。浸h:r処理した試料の断

1fl iを切断、研応し、 SE＼！ 観察により合金居形成状況を評価した。

純八l、A1-S i 系合金、 AJ －~lg 系合金に銑鉄を浸出・したところ、純 Al 、 Al一＼1g 系合金で
は処理温度 9731(で鋳｝iJ.し面に合金層が形成 したが、八1-Si系合金ではさらに高温

( l 0731<）にする必要があった。この中で、AJ-Mg塁合金を用いた場合は、最も容易（低

ilnl・短｜｜寺U8）に合令層が形成することが分かつ

た （図 l）。さらに Si 、 ~lg、 Fe の配合を変え
たアルミニウム合金溶湯を用いた実験結果な

どから、各元素のJ;診粋として、①Mgは合金居形

成にプラスの効果がある、②Siは合金居形成を

ISJ L',L；：する 11J能性がある、③Feは合金j習形成にさ

ほどJi~~~~がない、 ことが分かつた。なお、 鋳鉄
の、l・1去が大きくなるほど、合金庖形成のために

両irful・長時li'IJの処；＠が必要となる傾向となった L

が、これは浸前処理II寺の溶湯のW,U支低下に起因 図 1 合金屑形成状況（SEM司組成像）

するものと 与えられるため、溶湯の熱容iJ増大、 Al・Mg系 973K6.0×102sec浸涜

撹作処理等；の検討を行ってし、く。

今後は、合金思形成材・の耐熱性 ・耐食性試験により材料の特性評価を行うととも

に、実JlJイヒに｜向けた実装試験 （焼却炉のロス トノレ）を行う予定である。

本技術が確立されれば、これまでステンレス鋼を用いていた耐熱・耐食消耗部材

などによじ月lが可能と考えられる。また、スチール伯上長部分（Aト＼1g合金）のリサイ ク

ル材の利丹lも視里子に人れ、さらなる低コスト化 ・環境負術低減を日指す予定である
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3. 2 球状黒鈴鋳鉄とステンレス鋼との溶接組織に及ぼす鋳鉄母材けい素量の影響

山形県工業技術センター O鈴木剛、森谷茂

岩手大学工学部堀江崎、平塚貞人

一般的な球状黒鉛鋳鉄より耐熱，耐酸化性に優れた高 Si球状黒鉛鋳鉄（以下 HiSiFCD

と表記）は，高温雰囲気にさらされる機械部品として広く用いられている．また，

HiSiFCDとステンレス鋼を接合し，それぞ、れの材料が持つ特徴を活かしながら，軽量化

を進める要求がある．本研究では， HiSiFCDとステンレス鋼との MAG溶接を行い，母材

中の Si量が溶接部金属組織に与える影響，及び溶接ワイヤ中のニッケルおよびクロム

含有量が，溶接部金属組織に与える影響について考察した．

供試材として、母材には Si含有量の異なる球状黒鉛鋳鉄2種類を，相手材にはフェ

ライト系ステンレス鋼 SUS430を用いた．溶接ワイヤは Ni, Cr含有量の異なる 3種類

を用いた．継手形状は FCD母材と SUS母材を突合わせ， FCD母材側面と SUS表面のすみ

肉溶接とした．溶接後の試料の断面を光学顕微鏡観察，硬さ測定， EPMAによる溶接部

界面のライン分析を行った．

すべての試験片において， FCD側ボンド部にレデブライト層が晶出し，レデブライト

層より母材側の組織は，針状マルテンサイトであった．針状マルテンサイト層より母

材側は，変形した黒鉛と黒鉛周辺に黒鉛から基地中への炭素拡散によって生じた微細

なパーライトが見られた．熱影響部幅はいずれの溶接ワイヤを用いた場合でも，

HiSiFCDの方が FCD450よりも短くなった.FCD中の Si量が増加すると FCDの共析変態

点温度が上昇するため， HiSiFCDの熱影響部幅が狭くなったと考えられる．

3. 3 無電解ニッケルめっきを利用した鋳鉄と異種材料の接合

山形県工業技術センター置賜試験場 O藤野知樹、山田亨

表面処理として広く用いられている無電解ニッケルめっきを FC250 FCD450 SS400 

および純銅に施し、ガスバーナーで、直接加熱してめっきをろう材とした接合を試みた。

P含有量 llmass%（以下%）、めっき厚 20μ mの試料では、 60～300sの加熱時間であれ

ば、どの組み合わせでも接合できることが明らかになった。さらに、 FC250と純銅の

組み合わせで、めっき中のリン含有量および加熱時間を変えて接合した試験片の接合

強度を測定した。リン含有量を 3、8、11%、加熱、時間を 90、180、300sの各 3条件と

し、接合面には 40kPaの圧力を加えた。接合強度は 4点曲げ試験による最大曲げ応力

を求め比較した。 8%Pの試料で最大 226MPaの値が得られたが、 3%Pおよび 11%Pで

は最も大きい値でそれぞれ 146MPa、168MPaであった。破断面を観察すると、 8%Pで

は鋳鉄側で破断したために大きい接合強度が得られたと考えられた。
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3. 4 地域コン、ノーシアム事業への取り組み

ー金型用次世代鋳造材料の開発と応用ー

（有）渡辺鋳造所 O石井和夫、渡辺利隆

山形県工業技術センター置賜試験場 山田亨

最近数年間にわたって，工業技術センターと一緒にニッケノレ ・マンガン系球状黒鉛鋳

鉄の研究を実胞してきた．鋳放しもしくはサブゼロ処理によってマルテンサイトに変態

する球状黒鉛鋳鉄の応用研究で， 科学技術振興機構の RSP事業より研究費をいただき，

プラスチック射出成形用金型の試作に成功した．

これをもとに、鋳鋼での金型製作を考え，経済産業省の「中小企業地域新生コンソー

シアム研究開発事業Jに応募した．メーカーとユーザーとのコンソーシアムを構成する

ことによって実用化 ・製品化のスピードアップが可能となると考え，鋳造サイドは，岩

手大学，秋田大学，工業技術センター， 弊社の産学官グノレープ，プラスチックサイドは，

山形大学，工業技術センター， 金型製造企業，プラスチック成形企業の産学官グルーフ。

として提案 した．素材の低価格化ばかりでなく，新たな機能を付与する ことによって革

新的な設計思想を提案で、きる こと を訴えたと ころ，幸運にも採択される ことができた。

中小の鋳物屋でも，産学官の連携体制を構築することによって，国の委託事業にも取

り出Eむことができる ことを紹介した．

3. 5 希土類元素を含有した片状黒鉛鋳鉄の黒鉛化と機械的性質に及ぼす Ca.Mnの影響

岩手大学工学部 O小綿利憲、堀江崎、平塚貞人、岩手大学大学院阿部慎也
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第13回東北支部YF巨大会概要

岩手大学平塚貞人

平成 16年 8月 29日（日）、 30日（月）の 2日間、岩手県花巻市の「志戸平温泉」を会場に、

第 13回東北支部 YFE大会が開催されました。当日は 51名もの東北支部の若手技術者が参

加し、大盛況でした。大会では夜遅くまで鋳造技術に関するディスカッションが行われ、

今後の東北支部YF Eの発展に期待ができそうです。以下に開催された内容を示します。

第 1日目（ 8月 29日（日））

1 .東北支部 YFE会長挨拶（（株）ハラチュウ 梶原豊）

2. 会計報告（前回開催県坂本一吉幹事）

3. 内容

講演会

( 1 ）方案シンポジウム 1 3 : 4 0～1 6 : 0 0 

「我が社の鋳鉄品の方案の考え方J

「我が社のダイカスト品の方案の考え方J

( 2 ）事例報告

「押湯なし球状黒鉛鋳鉄鋳物製造に関する調査研究J

高周波鋳造（株） 坂本一吉

北光金属工業（株）大月栄治

（株）ハラチュウ 荒井孝一

石巻専修大学 大立目謙朗

福島製鋼（株） 斉藤弘典

（有）五島鋳造所 阿久津雄一

美和ロック（株） 北方秀和

オリムエーテリ （株） 大山勇樹

岩手大学工学部 平塚貞人

交流会 1 8 : 0 0～ 

第 2日目（ 8月 30日（日））

工場見学 9:0 0～1 2 : 0 0 

（株）ジックマテリアル

（株）ユニシア厚和

（株）いすジキャステック

梶原豊YF E会長の挨拶（図 1）のあと、会計報告があった。 YF E大会の第 1部は「か

案シンポジウムJということで、 1つの課題に対して数社の方案担当者や技術f号が方案の

考えIiを発表し、参加者とともにフリーデイスカッションを行った（図 2）。実際に現場に
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たつ若手技術者にとって湯道方案、押湯方案等の考え方がわかり有意義であった。なかで

も（有）五島鋳造所の阿久津雄ーさんは、実際に課題のフランジを鋳造し、会場で製品を

披路しながらの説明であった。参加者は今回の発表のなかから、方案や製品開発に役立つ

ヒントや考え方を大いに学んだと思います。

第 2部は事例発表であった。球状黒鉛鋳鉄における引け巣発生の要因の説明と押湯なし

球状黒鉛鋳鉄の作製の樹j所の紹介があった。

前社ir会の後に交流会が行われ、花巻温泉ということもあって序盤から大いに盛り上が り、

さらに場所を移動しての 2次会では夜遅くまで交流を深めた。YF Eの目的である「若手

技術主の交流Jが果たされた。

第 2日｜ゴは工場見学が行われた。見学場所は岩手県内最大の自動車部品を生産する鋳造工

場が集まる後j修理子工業団地（北上市）である。

はじめは（株）ジックマテリアルを見学した。いすジのトラ ック用のシリンダーヘッド

やブレーキドラム等の鋳鉄の自動車部品を生産している。次はユニシア厚手口（株）を見学

した。 この工場ではおもにダイカス トによるアノレミ合金の自動車部品が生産されている。

最後は（株）いすジキヤステックを見学した。ここではトラ ック用の鋳鉄製エンジンブロ

ックが生産されている。 自動車部品といえどもそれぞれに特徴がある 3つの鋳物工場を見

学し、大変勉強になった。この場をかりて見学を快く 承諾し、さ らに丁寧な説明をして下

さった各工場の皆様に厚く感謝申し上げます。

図 1 YF  E会長の挨拶 図 2 YF  E大会の様子

［発表概要］

FC Dの方案課題は、図 3に示す比較的単純な形状で、多くの企業になじみのある、 しか

も不良で困っているプランジ製品とした。この製品を各社の造型ラインを使用して造型す

る場合の湯口、湯道、i匿の方案と押湯の方案について紹介 した。また、 ( 1 ) 1枠あたり

の入り数の決定、 ( 2）天地の決定、 ( 3 ）見切面の決定、 ( 4）仕上げ代（加工代）の

設定、 ( 5 ）中子巾木寸法の決定、 ( 6 ）押湯の設置場所、押湯数の決定、 ( 6 ）押湯の

設置場所、 Jl'f:I湯数の決定、 ( 7）押湯の種類、 ( 8 ）抜け勾配の決定、 ( 9 ）冷し金の決

定、 ( 10）湯口 （底）の設計、 (11）湯道の設計、 (12）涯の設計、 ( 13）仲尺の決－定、 (14) 

ガス抜き、あがりの設計、 (15）鋳込み重量の計算、 (16）鋳込み時間の計算、 (17）鋳

J

1

1

1
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込み温度についても詳細に報告があった。紹介があった方案の 1例を図4に示す。 FCD  

の方案の考え方はさまざまであり、例えば、押湯は生型造型機で使用する型の制限のため

ほとんどサイドライザーである場合やコストと製品形状によりトップライザーとサイドラ

イザーの比較を行い、同じ枠サイズでも込め数が多いサイドライザー使用する考え方もあ

った。また凝固シミュレーションによる解析結果を示した企業もあった。
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方案例（A企業）図4図 3 FC D方案課題

ダイカストの方案課題は 図 5に示すカバー製品とした。この製品を各社のダイカスト

マシンを使用して鋳造する場合の方案を紹介した。また、 ( 1 ）金型分割面の設定、 ( 2 ) 

湯道の設計、 ( 3 ）湯口の設計、 (4）湯だまりの設計、 ( 5 ）ガス抜きの設計、 ( 6 ) 

冷却水穴の設計、 ( 7 ）押出ピンの設計についても報告があった。紹介があった方案の 1

例を図 6に示す。
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図6A lダイカスト方案課題図5

取り数に関しては、 2個取りの企業やスライドがあるので 1個取りにする企業があった。

湯口（ゲート）は先－に入った湯がオーバーフローに集まるような配置をとる場合や流速や

圧力のバランスにより肉厚部から薄肉部へ流し込む方法が紹介された。またガス抜きや湯

流れ対策に関しでもオーバーフローをすべてに設置する場合や湯遡りの悪そうなところに

チルベントを使用する場合や真空引きを考慮する場合があった。

参加者のアンケー卜結果の・部を以下に紹介するり
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・他社の方案は見る事ができないものである中で、方案の考え方（天地決定、押湯径等）を

知る機会を与えて頂き大変勉強になりました。また、自分（弊社）の考え方でしか方案は

分かりませんでしたが、他社の考えを知った事で、方案立案に活かしていけそうです。

・他社の鋳鉄の方案また、ダイカストの方案を知ることができ大変参考になりました。

・鋳造方案の検討は、面白い企画だと思いました。私も、アドステファンを使ってダイカ

ストの方案設計をしてみればよかったと思います。CADデータも自分で作ることができる

レベルた、ったと思います。鋳鉄フランジの方案には凝固解析が用いられておりました。

・今回の YFEでは、 1つの製品について、各社の方案の紹介がされたが、それぞれ設備が

異なるため、自社に見合った様々な方案が紹介され、方案 1つでも考え方がいろいろあ

ると思った。

・各社の考え方がわかり正解が無いのだということがわかって良かった。各社の立てた方

案で試作してみた結果も報告出来たらいいと思う。正解は無いにしてもベターな方向を

提示していく必要はあると思います。また、各社とも最終的には「し、い感じJになるよ

うにとのことであり、設計者のセンスによるところが大きいということもわかりました0

・複数企業の方案に対する考え方や実際の図面が同時に見れる、聞ける画期的な企画と思

し、ます。

・ダイカストに関する学習、技術や人との交流のきっかけとなる有意義なものでした0

・yF Eと言えど、年齢や勤続（経験）年数の幅もあり面白かったです。

・ダイカストメーカーが少なく質問も少なかったように感じます。また鋳鉄の方案のとき

はダイカストメーカーさんがよくわからないし、ダイカストのときは鋳鉄メーカーさん

がわからないので、次回やられるときは 2つを分けてもいいかもしれません。

・ダイカストメーカーの方が質問された、押湯の先端形状（谷形状）への疑問は、各メー

カー毎に認識が様々で原点に立ち返る事も必要だと感じました。また、高周波鋳造の図

面を受け取ってからの鋳造方案設計のフ。ロセスの報告も鋳造方案の考え方の一部で、あり

大変参考となりました。

・ダイカストの鋳造方案には、鋳鉄品では見られないオーバーフロー、スライドコア等大

変勉強になりました。

・鋳鉄の生産はしておらず方案の知識がほとんどがなかったため、参考になりました。ダ

イカストは完全に分野が違うので、すが、湯の流し方の考え方などが参考になりました。

・各社、方案の考え方に違いがあり今後の参考にしたい。又今回の方案で、実際に鋳造しど

のような結果が出るか知りたい内容である。

• }j案というものを今まで考えたことがなかったが、今回のYF E大会がきっかけで考え

ることが出来て大変勉強になった。

・センターでは企業と違い、方案に対する経験がありません。今回出席して、実際の企業

でのか案の立案等が聞けて本当に良かったと思います。また、シミュレーションの活用

方法など勉強になりました。

・湯日系の方案の話も聞きたいと思いました。弊社は、湯日系の比については重要視して

し、ます。機会があれば、討議してみるのもいいのでは。

・解析－を駆使して検証する傾向を実感した。

・大半が生型みたいだ、ったが考え方が統一しない物だと感じた C （自社は自硬性です）
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・フリーディスカッションの時間を多く取りたかった。

・意見交換は、質問形式ではなく、もう少し気軽に話し合えるような場にして欲しい。（フ

リーディスカッション方式）

・参加人数の多かったことは良かったが、その割におとなしい会であった。

・年輩者に関しては、支援部隊として、今回こういう盛り立てをしようなどあらかじめの

打ち合わせが必要では？（年寄りでも参加できるのはうれしいが、引き継ぐ使命がある

と思うので）

・方案の基礎的考え方についてのディスカッションをもっとしたい。テーマ絞って時間を

多く。たとえば、押湯の大きさのみとか。

・次回、方案に関する勉強会の時には、例えば各工場の大きさごとのグ、ループ検討を行い

発表する形があっても良いと思う。

・人数が多くて、講演会形式となったが、出来れば少人数でリーダーを設けてのゼミ形式、

ディスカッション形式が良かったのでは？

・もう少し若手技術者からの質問があれば良いのでは

・非鉄系の企業の参加者を増やしたいのだが、各県の核となってもらう企業を選び、参加

してもらうように足を運ぶ事をしたらどうか。（開催県だけではなく、大学、センタ一、

各研究会などで）

( 2 ）事例報告「押湯なし球状黒鉛鋳鉄鋳物製造に関する調査研究J

球状黒鉛鋳鉄の押湯なし鋳物の関連文献調査と引け不良の特性要因図から得た見識から、

押湯が大きく（ φ120発熱スリーブ 3個使用）、歩留りが悪い（61%）キャリア部品を対象

に押湯なし鋳物の調査実験を行った。

その結果、（ 1) CE値 4. 5 ( 2）両側湯道にする。（ 3）注湯流接種を行う。（ 4）冷

し金を付ける。（ 5）ガス抜きを付ける。（ 6 ）鋳込み温度を低くする。

とすることで押湯なしでも引けの生じない鋳物を作製することができた。

CE値 4.5は引けが最小となる文献調査の推奨値と一致している。両側湯道にすることは

溶湯を速く均一に注湯することでき、場所ごとでの凝固速度の差異を小さくできる。また

注湯流接種を行うことは、黒鉛粒数を増加させる手段として効果的である。ガス欠陥を減

少させるためには、ガス抜きを設けることは重要である。鋳込み温度を低くすることは液

体収縮を少なくするので効果的である。この方案により歩留りは61%から 75%へ向上した。

参加者のアンケート結果の一一部を以下に紹介するo

・今回当社でも鋳造シミュレーションを用いた鋳造方案の検討を行ったが、湯流れと凝固

シミュレーションを用いる事でより現実に近いシミュレーション結果を得られる調査報

告は、今後の鋳造シミュレーションの活用に大変参考となりました。また、「引けJのメ

カニズム（注湯温度、黒鉛粒数等）の報告は今後の改善活動に役立つ報告で、大変勉強に

なりました。

・取り組みも分かりやすくて勉強させてもらった。

・押湯なしダクタイルの講義も非常に勉強になりこれからの業務の参考にさせていただき

ます。
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第13回東北支部YFE大会工場見学感想

岩手県工業技術センター高川貫仁

大会終了後に行ったアンケート結果から、工場見学に対する感想、を一部ご紹介させてい

ただきます。

I （株）ジックマテリアル・ほとんどが自動であり、必要な製造条件もすべて記録されるということで、便利だと

思った。
録防工場とは思えないほど、空気がきれいで5Sがし、きとどいていた。

すべての工程が、ライン化されておりすばらしかった。

工場内も整然としており当社も見習わねばならないと感じた。

当社と競合する製品も有り脅威を感じた。

中子のバリ取りロボットなどいろいろな場所に人手をかけないための設備が設置され

ており、日々作業の改善をしていこうとしづ意欲がし、たるところで見うけられました。

中子品質が良い事は勿論の事、シェル中子へ塗型をする事で、焼付き、ガス欠陥の対

策を施していたのが勉強になった。
鋳造工場とし、うより中子組立工場とし、った感じであった。粉塵がほとんど出ておらず、

鋳造工場のイメージでなかった。
自社と比べ自動のラインロボットと設備が整っている。出来れば糊卒注湯もじっくり

見たかった。
時間も無いせいか、多少早足で見学した感じであった。型ばらしのほうまで見られな

かったのが残念でした。

．．．．． 
． 
． 
． 
． 

（株）ユニシア厚和
ダイカスト工場ははじめて見学するので、鋳込みゃ抜型の流れをもう少し時間をとっ

て見たかった。

女性が多く働いていたのに驚いた。
品質に対する取り組みのレベノレが高く当社も見習いたいと感じた。

製品も難しそうな形状のものまであり、ダイカストでもここまでできるのかとおもい

しらされました。
ダイカストのイメージがわかない中で、オーバーフロー、チルベントの考えは勉強に

なっ弁《
設備増設やロボ、ツト化、撤回避のための工程改善など、常に前へ動いているという

姿を実感できました。
当日繍6みの製品を即日制日工し品質確認する工程もあり、事件土での同様な対応は難

しいものの、品質確保の矧として見習うべきと痛感去しまし丸

製造ラインの現伏が作業者にわかるように掲示板に「見えるイ七Jの工夫がされており、

当社でも取り入れたい工夫であった。
フォークリフトの走らない工場が印象的でした。工場の規模（敷地の広さ・ダイカス

トマシンの能力・生産量・製品重量によりますが、小さい工場ならではの取り組み

だと思しぜす。給湯が通路と反対側で自動的に行われており、安全性も確保していま
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した。

・以前見学したときより、機械、人も増えたように感じま した。そのせいか、活気があ

ったように感じます。自社で独自の真空装置を製作しており大変勉強になりました。’

ill （株）いす主キヤステック・鋳防工場とは思えないほど、空気がきれいで5Sがし1きとどいていた。・自動車鋳防工場をはじめて見ま したが、とても驚きま した。弊社とは比べものにはな

らない規模で圧倒された。どのような生産保証システムなのか詳しく閉し、てみたかっ
た。

・餅防としてはかなり難しし1形状のものを、自動ライン化しているので感心した。・設備のメンテナンスに付し 1ても、保全閥系の人が30人もおり、計画的に設備保全さ

れている所は当社としても是非参考にしたいと感じた。・ストリーム接種の方法が独特で大変参考になりました。・忙しい生産の中でも、計画的な設備保全（TPM）活動を確実に実施しており改めて

日常の設備維持管理の大切さを感じました。・中子ラインでの生産効率アップρの実状も細かく説明して頂き、品質磁気君、のために 1回

／日切断する等は参考になりま した。・1時間毎に作製した中子を並べてチェックできるようにしており、品質の変化を判明

に掴める工夫は当社でも取り入れるよう提案したい。・所々照明が暗く、採光を工夫されたらどうかと思う。・自社と比べ自動のラインロボ、ツ トと設備が整っている。 出来れば溶解注湯もじっく り

見たかった。

N 全体として・鋳物屋の私としては溶解工程、砂処理など現場作業の状況などについて実作業者の

方々とお話できればよかったと思います。苦労の点は共通するところがあると思われ

3Kからの脱却を実践していくことて官新宣の今後の繁栄があると思います。

最後に、お忙しい中、見学者一同を快く迎えていただき懇親丁寧に説明・案内して頂きま

した各工場の関係者の皆様に心より厚く御礼申し上げます。

写真 工場見学の様子 ［左；（株）ジックマテリアル、右；（株）ユニシア厚和］
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平成 16年度主要議事（承認）事項報告 （支部事務局小綿利憲）

平成 16年度（社）日本鋳造工学会東北支部総会において、下記の事項が承認された。

期日平成 16年 6月22日（火）

会場 山 形テレサ

1 .平成 15年度事業報告

1 ）理事会

(I）平成15年度定例理事会

開催日：平成15年5月6日（火）

会場：岩手大学工学部ー祐会館

一 一平成14年度事業報告、平成15年度事業計画等

(2) 第2回理事会

開催日：平成15年9月30日（月）

会場：岩手大学工学部ー祐会館

一 一炉支部役員選挙、本部表彰、若手研究奨励基金等について

2）支部総会・支部大会・工場見学会

開催日：平成15年6月12日（木）～13日（金）

会 場：日本大学工学部（福島県郡山市）

支部長会：平成14年度事業報告・収支報告、平成15年度事業計画等

表彰式： 大平賞・佐藤清一郎氏（（鮒柴田製作所）

金子賞・梶原、豊氏（（槻ハラチユウ）

井川賞・池 浩之 氏（岩手県工業技術センター）

技術講演会：
田口型範（欄

「3次元CADJ 
三菱ふそうテクノメタル（掬

「i疑固CA E」
l/ シヨンj 東北大学大学院

「J疑固シミュレ ／ 

「最新の非破壊検査法J 倒日下川タル研究所

工場見学会：平成15年6月13日（金）

一 （掬榎本鋳工所、川口内燃機鋳造（掬

3）鋳造技術部会
(1）北海道支部・東北支部合同部会兼第67回鋳造技術部会

開催日：平成15年7月22日（火） •• 

会 場：秋田大学VBL大セミナ一室－ A 

CD オ t－；~毎道・東北支部YFE活動状況紹介
北海道支部・戸羽篤也氏、東北支部・内田富士夫氏

②大型鋳鋼品の浸透型焼着に関する再現試験結果

0沖野美佐雄、成田英記、山田人久氏（（欄日本製鋼所）

田口順氏

遠藤市男氏

安斎浩一氏

鹿毛秀彦氏
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③高強度球状黒鉛鋳鉄の機械的性質に及ぼす黒鉛粒数及び

ノミーライト層間隔の影響

0晴山巧、山田享氏（山形県工業技術センター）

小綿利憲、堀江階、平塚貞人氏（岩手大学工学部）

④光造形による迅速モデル作製手法を応用した鋳物製作事例

0岩越陸郎、戸羽篤也氏（北海道立工業試験場）

大参達也氏（北海道大学大学院）

牧野恵春氏（（布モールデ、ツク）

山本英男氏（岡山本鋳造所）

⑤南部鉄器製造用コシキ溶解技術

0高川貴仁、勝負津善行、池浩之、茨島明氏

（岩手県工業技術センター）

⑥ものづくり教育に対する鋳造工学会北海道支部の取組み

0桃野正、田湯善章、湯口実氏（室蘭工業大学）

特別講演

①高い生産技術力が企業を助ける

秋田渥美工業側 取締役工場長大鷲晴夫氏

②機械・構造物の破壊事故はなぜ起きるのか

北海道大学大学院工学研究科教授野口徹氏

(2）第68回鋳造技術部会

開催日：平成16年1月21日（水）

会場：コラッセ福島

①球状黒鉛鋳鉄とステンレス鋼との接合

平井幹久、 O平塚貞人、堀江階、小綿利憲氏（岩手大学工学部）

② F C V鋳鉄の溶接補修

遠藤市男氏（三菱ふそうテクノメタル（槻）

③凝固解析による方案設計の安定化

斎藤弘典氏（福島製鋼（槻）

④鋳鉄鋳物の凝固方案の設計

大立目謙朗氏（石巻専修大学）

⑤中国滞在記

後藤正治氏（秋田大学工学資源学部）

4) 第12回東北支部YF E大会

開催日：平成15年11月28日（金）～29日（土）

会場：八戸市（新八温泉）

事例発表・研究発表

①当社における生砂管理の試み

種市勉氏（高周波鋳造（槻）

②鋳銅製品の方案変更に伴う鋳造欠陥シミュレーション化

加藤潤氏（福島製鋼（槻）
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③主型砂改善による素材品質の向上

昆野吉幸氏（し、すジキヤステック（械）

④高Si球状黒鉛鋳鉄とステンレス鋼との溶接

鈴木剛氏（山形県工業技術センター）

③向側、鉄に対するたたら製鉄法と卸鉄法の適用

小松芳成氏（秋田大学）

講演ム2土類元素とマンガンを利用した鋳鉄製エンジン材料の開発

（鋳鉄の凝固の概念からエンジン材料開発まで）

小綿利憲氏（岩手大学）

工場見学会：平成15年11月29日（土）

高周波鋳造（株）

5) 第3回夏期・鋳造技術講座

開催日： 平成15年9月3日（水）～5日（金）

A 場・ 出手大学工学部
局 現員技術者を対象に鋳造工学の基礎講座を開催

内容：

0 9月3日（水）

(1）鋳造工学全般の講義 力 以託

日本鋳造工学会会長（早前日回大ナ教tぇ） 中江秀雄氏

。9月4日（木）

(2）鋳鉄の材質特性に関する講義

岩手大学工学部 堀江陪氏

実験・実習

①鋳鉄の引張試験、硬ミ試験
山形県工業技術センター 山田享、日青山巧氏

②鋳鉄の溶解実験（溶湯処理実験）

岩手大学工学部 小綿利憲氏

特別講演：

①当社の鋳造方案
（械柴田製作所 前田健蔵氏

②鋳鉄の溶湯処理（接種剤の歴史と種類）

（有）日下レアメタル研究所 杉本安一氏

0 9月5日（金）

①球状化率判定、音制定
山形県工業技術でノタ一 山田享、 H青山巧氏

②まとめ
山形県工業技術センター 山田享、日青山巧氏

岩手大学工学部 小綿利憲氏

受講者： 1 3名
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6) 

(1）支部会報第39号は、平成16年3月末発行

平成 15年度本部表彰

技術賞：長谷川哲雄氏、小関昇氏、金内一徳氏（ハラチュウ）

日下賞：栗花信介氏（福島ハイテクプラザ）

2. 平成 15年度決算報告

(I) 一般会計

収入の部

科 目 予 算 決 算 増減（ム減） 適 用

繰越 金 387,131 387,131 。
本部補助 240,000 236,495 ム3,505

広告掲載料 250,000 403,000 153,000 

会報収入 250,000 215,000 ム35,000

雑 収 入 。 12 12 

計 1, 127, 131 1,241,638 114,507 

支出の部

科 目 予 算 決 算 増減（ム減） 適 用

（円）

（円）

補助 金 170,000 170,000 。支部大会（福島）

会報印刷費 500,000 459,375 !::,. 40,625 

dヱミb、 議 費 35,000 。 !::,. 35,000 

通信事務費 180,000 97,820 ム82,180

事 業 費 80,000 50,000 !::,. 30,000 夏期鋳造講座

予 備 費 162, 132 2,077 !::,. 160, 054 

計 1, 127, 131 779,272 !::,. 347, 859 。収支 1, 241, 638 - 779, 272 = 462, 366 （次年度繰越金）

3. 平成15年度会計監査報告

平成 15年度（社）日本鋳造工学会東北支部一般会計および特別会計について監査した

ところ、適正に執行されていたことを報告します。

平成 16年4月 16日

監 事 佐藤清一郎

-58ー



4. 平成 16年度事業計画

1 ）理事会

(1）平成16年度定例理事会

開催日 ：平成16年4月26日（月）

開催場所：岩手大学

平成16年・ 17年度新理事による理事会

2）平成16年度支部総会及び支部大会（山形市にて開催予定）

平成16年6月22日（火）平成16年度支部総会及び表彰式並びに

東北支部第36回大会

23日（水）工場見学会

3）鋳造技術部会

(1）第69回鋳造技術部会

開催日： 平成16年7月26日（月）

会場： 岩手県水沢市

(2）第70回鋳造技術部会

開催日： 未定

会場： 山形県予定

4) 第13回東北支部YF E大会

開催日： 平成16年8月29日（日）、 30日（月）予定

会場： 岩手県

5) 第4回夏期・鋳造技術講座

開催日： 9月 上 旬 予 定

会場：未定

現場技術者を対象に鋳造工学の基礎講座を開催予定

受講者： 2 0名程度

6) 支部会報第40号の発行は、平成17年3月末発行予定

5. 平成 16年度予算案

(1) 一般会計

収入の部 （円）

科 目 16年度予算 15年度決算 増減（ム減） 適 用

繰 越 金 462,366 387,131 75 235 

本部補助 230,000 236,495 ム6,495

広告掲載料 400,000 403,000 ム3,000

会報収入 215,000 215,000 。1000×215名

雑 収 入 。 12 ム12

計 1 307 366 1,241,638 65,728 
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支出の部 （円）

科 目 16年度予算 15年度決算 増減（ム減） 適用

補助 金 200,000 170,000 30,000 支部大会（山形）

会報印刷費 500,000 459,375 40,625 会報第40号分
発送費込み

会議 費 20,000 。 20,000 

通信事務費 100,000 97,820 2,180 

事 業 費 50,000 50,000 。夏期鋳造講座

予備 費 437,366 2,077 435,289 

次年度繰越金 462,366 ム462,366

計 1,307,366 1,241,638 65,728 

6. その他

平成 16年度本部表彰

功労賞：田上道弘氏（秋田大学）

豊田賞：佐藤一広氏、鈴木敏氏（福島製鋼）、黒木俊昭氏（日野自動車）

技術賞：石井和夫氏、渋谷宇一郎氏（渡辺鋳造所）

晴山 巧氏（山形県工業技術センター）

日下賞：池 浩之氏（岩手県工業技術センター）

平成 16年度支部表彰

大平賞

窪田 輝雄氏（高周波鋳造）

後藤正治氏（秋田大学）

渡辺利隆氏（渡辺鋳造所）

金子賞

小野幸夫氏（秋木製鋼）

長谷川文彦氏（カクチョウ）

井川賞

H青山 巧氏（山形県工業技術センター）

（社）日本鋳造工学会会員数

正会員 名誉会員 外国会員
事委第会員口

平成13年3月 3,038 88 437 602 

平成15年3月 2,816 24 72 407 561 

平成16年3月 2,747 21 77 383 523 

増 減 -69 -3 +5 -24 -38 
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学生会員

137 

156 

137 
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正会員

北海道 東北 関東 北陸 東海 関西 中四国 九州

平成13年3月 56 250 815 80 970 456 254 157 

平成15年3月 55 239 735 73 935 382 257 140 

平成16年3月 54 233 717 69 914 366 258 136 

増 減 -6 -18 -4 -21 -16 +1 -4 

東北支部・正会員

三円包形オミド 岩手 宮城 秋田 山形 福島 合計 事業所

平成13年3月 16 38 25 36 50 85 250 39 

平成15年3月 14 37 20 32 58 78 239 36 

平成16年3月 12 39 21 30 60 71 233 37 

t首 減 -2 +2 +1 -2 +2 -7 -6 +1 

。本部理事

後藤正治氏（秋田大学）、山田 享氏（山形県工業技術センター）。代議員（東北地区 1 6名）

麻生節夫氏 秋田大学

荒砥孝二氏 宮城県産業技術総合センター

安斎浩一氏 東北大学

小宅錬 氏 北光金属工業（捕

後 藤 正治氏 秋田大学

小綿利憲氏岩手大学

佐藤清一郎氏側柴田製作所

渋谷慎一郎氏高周波鋳造附

千田 昭夫 氏 （有）日下レアメタル研究所

長谷川徹雄氏側ハラチュウ

船山美松氏福島製鋼（槻

古宮 尚美 氏 三菱ふそうテクノメタル附

堀江陪 氏岩手大学

村田秀明氏前浮給装工業（鮒

山田 享 氏 山形県工業技術センター

領家 倫夫 氏 側いすジキヤステリ

0 東北支部鋳造技術部会

部会長 後藤正治氏

主査 古宮尚美氏、 幹事麻生節夫氏

。東北支部 VFE 
会長梶原豊氏、 事務局平塚貞人氏（会計含む）

幹事坂本一吉氏（青森）、平塚貞人氏（岩手）、内田富士夫氏（秋田）

八百川盾氏（宮城）、梶原豊氏（山形）、高橋直之氏（福島）
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ii萄彊－謂還需型

日本鋳造工学会（本部）定例理事会報告
本部理事 後藤正治，山田享

1 .開催月日 5月 24日， 7月 14日， 10月 13日， 11月 26日， 1月 21日

2. 会員移動

正会員

維持会員

3. 委員会報告

(1）企画委員会

15年 4月

2,772名

3~~2事2 業口） 所

15年 8月 15年 12月

2,796名 2,757名

3~12事4 業口所） 31~ 1事7業口） 所

①学会として「鋳造クラスター計画」を立ち上げ、外部資金獲得へ向けて経済産業省

に働きかけている。 16年度は 4クラスターが提案し、 17年度 2クラスターが提

案を予定している。 16年度は、東北及び東海で提案した事業が地域コンソーシ

アム事業に採択された。

②今年度から創設された「若手研究奨励基金Jが 8名の研究者に授与された。東北支

部からは、平塚貞人氏（岩手大学）と晴山巧氏（山形県工業技術センター）が受賞した。

③学会創立 75周年記念事業として「鋳物欠陥分類図集Jを編集・発行することにな

った。

④各種規定や内規の新設・改定を行った。

(2）研究委員会

①期限付き研究部会「鋳造品の非破壊材料評価技術Jが終了し、新たに「鋳造品の非

破壊材料評価技術： NDE3Jが発足した。

(3）会誌編集委員会

① ISi社への登録を申請したが、認可されなかった。

②投稿規定を見直し、学会 HPに掲載した。あわせて、執筆要領、投稿表紙、講演

申込用紙などのダウンロードを準備している。

(4）国際関係委員会

今後の国際学会開催予定

’2005年｜ 第 2回日韓 YFE(7月、済州島）、第 9回 AFC(10月、ベトナム）

2006年｜ 第 67回 WFC(6月、英国）

2008年｜ 第 10回 AFC(5月、名古屋）、第 68回 WFC（インド）

4. 表彰関係

平成 17年度本部 7賞受賞者（東北支部関係者）

功労賞：後藤正治（秋田大学）

飯高賞：堀江陪（岩手大学）

技術賞：小西信夫，升屋lE人（小西鋳造），池浩之（岩手工技）
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支部関係記録 平成 16年度 定例理事会議事録

日時 平成 16年 4月 26日（月） 15 : 00～17: 00 

場所 岩手大学工学部一祐会館

議題

I）平成 16・17年度評議員、理事、支部長選挙結果の報告があった。

推薦理事、監事及び広報担当、会計担当幹事の指名があった。

相談役及び選挙管理委員長及び理事役割分担について承認された。

秋田県の渡辺陸雄理事より退職に伴う理事辞退の申し入れがあり、本人及び秋田

県理事より進藤亮悦氏を推薦したい旨、承認された。

2）平成 15年度事業報告

事務局（小綿総務理事）より事業報告があり承認された。

3）平成 15年度決算報告

一般会計ならび、に特別会計の決算報告があり承認された。

4）平成 15年度会計監査報告

佐藤清一郎監事より一般会計ならびに特別会計の監査報告がされた。

5）平成 16年度事業計画

事務局より平成 16年度事業計画の提案があり承認された。

佐藤清一郎理事、山田享理事より東北支部第 36回山形大会開催案内の案について

報告があった。

麻生理事より第 69回鋳造技術部会で、の発表者募集のお願し、があった。、また、開催

場所は水沢鋳物技術交流センターで学会誌掲載のため 5月 20日まで、に概要を検討する

ことを石雀認した。

YF  Eより見学先として〆ッタマテリアルを希望しており、西岡理事より承諾を得た。

6）平成 16年度予算

現在 17万円の補助金を 20万円に値上げする意見が出され承認された。

7）本部及び支部表彰について

本部表彰者について報告があった。

支部表彰の大平賞について、窪田輝雄氏（青森）、後藤正治氏（秋田）、渡辺利隆氏

（山形）の 3名に内定した。

その他

I）今後の各種行事開催地の確認がされた。

2）現在の会員数及び増強のお願い。

3）本部理事報告が支部長よりされた。

（支部事務局 小綿利憲記）
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（社）日本鋳造工学会東北支部役員 平成 16 ・17年度

役職

理事

理事

理事

評 議員

役職

理 事

理事

理事

理事

評議員

評議員

役職

理事

理 事

理事

理事

理事

推／理事

推／理事

幹事：

氏 名 所 属 役職 氏 名
渋谷慎一郎 高周波鋳造（槻 支部長 堀江 自告
稲塚 信行 やまと鋳造工業側
窪田 輝雄 高周波鋳造附

正μゴ』 理 事 勝負津善行

手 理 事 西岡 弘雄
坂本 - オ仁斗プ 高周波鋳造附 県 理 事 小綿 利憲

推／理事 山田 冗；

推／理事 多田 尚

評議員 池 浩之

氏 名 所 属 役職 氏 名
小宅 錬 北光金属工業側 理 事 安斎 1犯ロと一一

後藤 正治 秋田大学 宮 理 事 荒砥 孝二

渡辺 睦雄 工業技術セント 城 理 事 千田 昭夫

麻生 節夫 秋田大学 県 評議員 阿部 利彦

佐藤 繁雄 秋木製鋼（掬 評議員 遠藤 春男

田上 道弘 秋田大学

氏 名 所 属 役職 氏 名

佐藤清一郎 側柴田製作所 理事 古宮 尚美

長谷川徹雄 側ハラチュウ 福 理 事 船山 美松

山田 享 工業技術センター 置賜 島 理事 野村 武義

長谷川文彦 カクチョウ（掬 県 理 事 村田 秀明

渡辺 利隆 （却渡辺鋳造所 理事 大里 盛古

菅井 和人 工業技術セント 庄内 評議員 栗花 信介

前回 健蔵 （械柴田製作所

支部会報担当幹事
会計担当幹事

池 浩之（評議員兼任・岩手県工業技術セント）
平塚貞人（岩手大学）

2004. 4 

所 属

岩手大学

いわて産業振興センター

側シマックマテリアル

岩手大学

美和ロック側

水沢鋳物技術交流センター

岩手県工業技術センター

所 属

東北大学

産業技術総合セント

A. C技研

東北大学客員研究員

東北学院大学

所 属

三菱ふそうテクノメタル側

（欄福島製鋼

日本大学

前 j翠給装工業側

福島県ハイテク7＂ラド

福島県ハイテクブラサ守



平成 16・17年度 日本鋳造工学会東北支部 理事役割分担 2004.4 

・Ht 氏 名 所 屑3 電 言吉

支部長 均ii工 。告 岩手大学工学部 TEL 019-621-6369 

十日 l淡 役 千回 昭夫 A・C技研 TEL 022-267-4513 

市：，弘芯、 j芳 小綿 利憲 岩手大学工学部 TEL 019-621-6371 

位 勝負 j宰善行 いわて産業振興センター TEL 019-621-5072 

選 、まFた－ 山田 JC 美和ロック附盛岡工場 TEL 019-683-2421 

企画担当

,1f森県 渋谷慎一良日 高周波鋳造（附 TEL 0178-43-0127 

秋同！！？ー 後藤 正治 秋田大学 TEL 018-889-2413 

泊予県 O 場，ij仁 自；5 支 部長 TEL 019-621-6369 

宮城県 荒 砥 孝二 産業技術総合センター TEL 022-377-8700 

I !J J形県 山田 8 山形県工業技術センター TEL 023-630-2312 

福島県 J仁TC凸土・ 尚美 三菱ふそうテク／メタル（側 TEL 0243-23-8100 

Y F E  担当

！？森県 渋谷似・郎 高周波鋳造（欄 TEL 0178-43-0127 

秋川県 O 麻生 節夫 秋田大学 TEL 018-889-2420 

岩手県 小綿 利怠 岩手大 学 工 学 部 TEL 019-621-6371 

宮城県 安 斎 浩一 東北大 学 工 学 部 TEL 022-217-7349 

1LJ J~ 県 長谷川徹雄 側ハ ラチュウ TEL 023-686-4121 

偏向県 村田 秀明 前 j宰給装工業（附 TEL 0243-44-4520 

広告担当

t~之オ〉材、．ノl口" 稲 塚 信行 やまと鋳造工業（掬 TEL 0178-28-9922 

秋 Ill！艮 小宅 錬 北光金属工業（附 TEL 018-863-0004 

~－＇：I· 手県 西岡 弘雄 側 γックマテリアル TEL 0197-73-8501 

山形県 佐藤清一郎 （附柴田製作所 TEL 023-686-4181 

11 l形県 長谷川文彦 カクチョウ（附 TEL 023-643-7767 

福島県 古宮 尚美 三菱ふそうテク／メ q,H附 TEL 0243-23-8100 

mi Jlh !J-;i, o 船 111 美松 福島製鋼（附 TEL 0245-34-5161 

会員増加担当

青森県 窪田 輝雄 高周波鋳造（附 TEL 0178-43-0127 

秋田県 進藤 亮悦 秋田県工業技術センター TEL 018-862-3414 

行手県 多田 尚 水交沢流市セ鋳ント物技術 TEL 0197-54-8666 

宵城県 荒砥 孝二 産業技術総合センター TEL 022-377-8700 

111 Jf1県 菅井 手u人 山形県工業技術センター TEL 0235-66-4227 

山形県 前回 健蔵 （附柴田製作所 TEL 023-686-4181 

111 J~ リ「L 渡辺 手lj除 （却渡辺鋳造所 TEL 023-643-701（〕

偏向県 O 大型 1議古 福面 白品技！早〈ハ術イテ支ク7援セラサンずト TEL 0245-93---1121 

~M .,:b I’~I, 船 ~LJ 美松 福島製鋼（附 T E L O 2 ・l -5 3 1l O l 7 O 

:_ , / i L1l fT：者－
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編 集 後 記

東北支部「会報40記念号Jをお届けします。

この記念号では、鋳造工学会会長、前支部長、元支部長からの記念号発刊のお祝いのこ

とばをいただきました。誠にありがとうございました。

さて私ごとで恐縮ですが、先にも書きましたとおり、第40号の節目に支部会報の編集

という大役を仰せつかりました。慣れない作業のため、原稿の依頼に戸惑い、また原稿編

集に手こずりながら、やっとここまでたどり着いたという感じです。快く原稿をお引き受

け頂きました支部長や大平先生、千田先生そして鋳造工学会会長など多くの皆様から早々

と原稿を受け取りながらも、なかなか編集に手を付けられずに戸惑っていました。事務局

の小綿さんには編集が遅れて大変ご迷惑をおかけしました。

次の機会があれば、もっと企画・特集にも力を入れ、皆様の役に立つにいろいろな情報

を満載してお伝えするように努力したいと思っています。また、その時には多くの皆様に

ご迷惑をおかけするかも知れませんが・・・。その時はよろしくお願いします。

最後になりましたが、お忙しい中ご執筆いただきました著者の方々、広告掲載にご協力

をいただきました各企業の皆様に厚く御礼申し上げます。

社団法人日本鋳造工学会東北支部会報編集委員

小綿利憲（支部事務局広告担当）

池浩之（編集担当）

社団法人日本鋳造工学会東北支部事務局

干020・8551

岩手県盛岡市上田 4-3-5

岩手大学工学部材料物性工学科内

TEL 019・621・6371 FAX 019・621-6373

e-mail : kowata@iwate-u.ac.ip 
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